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使用説明書ご使用前に必ずお読みください。 


202B1 0673331 


安をにご ffi 用いただくために 


• この製品および付属品は、写真撮影 m 外の目的に使用しないでください。 

•製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
♦この説明書はお読みになった後で、いつでも見!5れるところに必ず保管してください。 


A 

整 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死 t または重 

A 

意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が想定され 

互 

傷を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 

る内容、および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


A 

警 

互 


( J ) 絶対に分解しないでください。感電の恐れがあります。 

A 落下などにより内部が露出したときは、絶対に触れないでください。高圧回路があり感電する恐れがあります。 

Jk カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとさは、ただちに電池を取り出してください。発乂ややけどの恐れがあります 
(電池を取り出す際、やけどには十分ごま意ください)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響することがあります。特に乳幼児を撮影するとさは気をつけてください。 

A カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったとさは、ただちに電池を取り出してください。発熱•発乂の恐れがあります。 

引乂性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発乂•やけどの恐れ 
があります。 

/ K カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤ってストラップを首に卷さ付けると、窒息する恐れがあります。 

電池の分解、加熱、乂中への投入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の恐れがあります。 

A 指定政外の電池を使わないでください。発熱•発乂の恐れがあります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤って飲み込む恐れがあります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を 
受けてください。 

/ K レンズを通して太陽や強い光源を見ないでください。失明の恐れがあります。 


A 

ま 

意 


カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることがあります。 

A 自転車や自動車•列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事故などの原因となることがあります。 
A 電池の©©を誤って装てんしないようにごを意ください。電池の破裂、液もれにより、発乂、けがや周囲をミち損する原因となることがあります。 
^レンズを太陽光の当たる場所に放置しないでください。太陽光が集光した場合には高温になり、発乂ややけどの原因になる恐れがあります。 

A カメラを兰脚に取り付けたまま持ち運ばないでください。けがをしたり、カメラを破損する恐れがあります。 
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特長 


GX 64 己 AF は、高度な撮影技術に対応し、多彩な撮影機能、人間工学に基づさ使いやすさを重視することで、プ□カメ 
ラマンから写真愛好家の方々まで撮影に専念できるカメラとして開発いたしました。 GX 64 己 AF を手にしたカメラマン 
の方々は、新しい創作意欲を必ず持たれることと信じます。 

1. 小型化システム 

中判一眼レフシステムカメラとして、小型化、ホールディング性を向上させ、機動性、迅速性に優れています。外観にはステンレスを使用 
し堅牢な作りに、デヴインは人間工学に基づいて洗練かつ使いやすい形になっています。 

2. レンズシャッターの採用で、シンク□全速同調 

3. GX 64 曰 AF 用に開発された描写性に優れたスーパー EBC フジノンレンズ 

4. 素早い才ートフオーカス 

素早いオートフオーカスの達成で、シャッターチャンスを逃さない本格的なプ□仕様です。 

己.レンズ鏡洞には、レディマニュアルフオーカス方式を採用 

フオーカス IJ ングを約3°回転させると、自動的にマニュアルフオーカスに切り替わります。 AF 測距後、微妙なピント調整び行えます。 

6. 高速給送2コマ/秒 

高速給送び可能で、シャッターチャンスを逃さないプ□仕様です。 

7. 遮光板はフィルムマガジンに内蔵 

遮光板の紛失防止、迅速な開閉び可能です。 

8. 12日/22日フィルム兼用のフィルムマガジン 

バーコードシステムに対応しており、フィルム感度、フィルム種類を自動識別し、設定を切り替えます。 

- ] 2日/22日フィルムを自動判別し、圧板位置を自動的に切り替え 

(バーコードシステム未対応のフィルムの場合、使用しているフィルムタイプを設定すると、圧板位置び自動的に切り替わります） 

-フィルム感度自動切り替え 

- U バーサル、ネガ、黒白フィルムごとにデータ写し込み濃度を自動設定 

9. フラッシュメーター機能を装備 

多彩なライティングワークにち対応できます。 

10. フラッシュ内蔵八£ファインダー 

キャッチライトやスナップ撮影び手軽に行えます。 

11データプリント機能 

画面外に、撮影データ、日付-時間、任意の英数字などの記録び可能。撮影データの整理に便利です。 

12. グリップ LCD 、 ファインダー LCD にドットマトリックス表示を採用 
多彩な表示により、撮影者に分かりやすく情報を伝達します。 

13. プ□グラムバリアブル AE モード搭載 

4 レンズの焦点距離に合わせてプ□グラムび変わる高度なプ□グラムで、最適なオート撮影び可能です。 



画バーコードシステムについて barco^de 

富±フイルムのバーコードシステムは、フィルム感度、] 20/22 日 フィルムの識別などの情報を IJ ーダーペーパーとフィルムをつなぐシ 
ールの上に記録したバーコードをカメラび読み取って、自動設定するシステムです。バーコードシステム対応フィルム （IB マーク 付さ）を 
使用すると、フィルム感度、 ] 2 日/ 22 日 フィルム切り替えなどの設定び不要で、簡単かつ確実に撮影び行えます。 

■イージー□ーディングについて鋭ん夕 F ム 

遮光紙をスプール溝に差し込むだけで、簡単-確実なフィルム装てんび可能な機構です。 IJ ーダーペーパーの先端の穴をスプール溝に設け 
たフックに引っ掛ける構造で、遮光紙のたるみやフイルムの卷さ太りを抑え、装てんをより確実にします。 


イージー□ーデイングのフイルム 従来のフイルム 




夕 

















る部の名赖 



1. グリップ LCD 

カメラの設定やモードの選択内容び表示されます。 

2. メインスイッチ 

約]秒間巧し続けると、電源の日 N / 日 FF びでさます。 

プ□ファイルの選択ボタン （ PROFILE ) 、機能設定中の解除ボタン ( ESC ) 
としてを使用します。 

3. LCD バックライトボタン 

LCD のバックライトを点灯/消灯します。フィルムマガジン LCD とを連動 
しています。 

4. MENU ボタン 

機能の設定をします。 

己.カメラグリップ 

6. フ□ントダイヤル 

機能、数値の選択、表示に使用します。 

7. シャッターボタン 

8. DRIVE ボタン 

フィルム給送モード （1 コマ給送、連続給送、多重露光）を選択します。 

機能設定の Enter ボタンとしてを使用します（次画面に移ります)。 

9. AF ボタン 

フオーカスモード（シングル、コンテイニユアス、マニュアル）を選択します。 
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18 .内蔵フラッシュ 



10. FLASH ボタン 

-フラッシュ応用機能（フラッシュ調光補正、シンク□タイミング（ノー 
マル、 リア）、 フラッシュメーター機能）を選択します。 

. 機能設定の Exit ボタンとしてを使用します（前画面に戻ります)。 

-約]秒間巧し続けると、設定した機能びキー□ックされます。 

1 1. フォー カスリング 

12. レンズ 

13. バッテリーホルダー 

14. AF 補助光/セルフタイマーランプ 

15. M.UP (ミラーアップ）/ の （セルフタイマー）ボタン 

ミラーのアップ/ダウンをします。 2 回素早く押すと、セルフタイマー 
モードに入ります。 

16. リモートレリーズソケット 

別売の U モートレ U —ズコード専用のソケッ h です。 

17. STOP/DOWN (プレビュー (絞り 込み)）ボタン 

被写界深度の確認などに使用します。 

18. 内蔵フラッシュ 












































19 .フラッシュスイッチ 



19. フラッシュスイッチ 

内蔵フラッシュをポップアップします。 

20. ファインダー□ック解除ボタン 

21. フィルムマガジン□ック解除レバー 

22. ストラップ吊り金具 

23. 遮光板開閉キー 

24. 遮光板インジケーター 

白：遮光板び開いているとさ、ホ：遮光板び閉じているとさを表します。 

25. シンク□ソケット 

26. レンズ□ック解除ボタン 

27. コネクターカバー 

が部機器との通信時にカバーを外します。 


28.因（露出補正）ボタン^ 



42.ホットシューカバー 


41.ホットシュ 


40.アイキャップ 


39.ファインダー 
接眼部 


38.視度調節 
ダイヤル 


37.バッテリーホルダー□ックレバー 


29. EXP (露出モード）ボタン 

30. AE - L ( AE □ック）ボタン 

31.泣と(フィルム途中 
巻き上げ）ボタン 

32. USER ボタン 


33. U ストストラップ 
取り付け金具 

34. U アダイヤル 


3已.ストラップ 
吊り金具 


36.パ'ッテ U —ホルダー 
□ック解除ボタン 


28. 因（露出補正）ボタン 
露出補正の設定をします。 

29. EXP (露出モード）ボタン 

露出モード（プ□グラムバ IJ アブル AE 、 プ□グラム AE 、 シャッター速度 
優先 AE 、 絞り優先 AE 、 マニュアル露出）、測光モード（中央部重点測光、 
スポット測光、平均測光）を選択します。 

30. AE - L ( AE □ック）ボタン 
AE □ックの設定をします。 

31. Q ± i ( フイルム途中巻き上げ）ボタン 

32. USER ボタン 

よく使う機能をワンタッチで呼び出せます。 

33. リストストラップ取り付け金具 

34. リアダイヤル 

機能や数値の選択、表示に使用します。 

3己.ストラップ吊り金具 

36. バッテリーホルダー□ック解除ボタン 

37. バッテリーホルダー□ックレバー 

38. 視度調節ダイヤル 

39. ファインダー接眼部 

40. アイキャップ 

41 . ホットシュー 

42. ホットシューカバー 7 
































































さ部のち荷; 


•フイルムマガジン 



-43= 脚ねじ穴 
(ル径 1/4) 



ボトム カバー 

44 .兰脚ねじ穴 
(大径 3/8) 


46.フイルムマガジン—— 
LC □バックライト 
ボタン 



已0.0(フィルム 

マガジン機能設定） 
ボタン 

.▼(ダウン)ボタン 
已2.▲(アップ） 
ボタン 


4己.クイックカップリングアダプター 


48. フイルム’ 

インジケ 
ポケット 

49. フイルムカセット 
着脱キー 


已3.フイルムマガジン 
機能設定□ック 
スイッチ 


43. 兰脚ねじ巧（小径 1/4) 

44. 兰脚ねじ巧(大径 3/8) 

兰脚に応じて使用するねじ穴を使い分けてく 
ださい。 

4己.クイックカップリングアダプター 


46. フィルムマガジン LCD バックライトボタン 

フィルムマガジン LCD のバックライトを点 
な/消なします。 

47. フィルムマガジン LCD 

フィルムマガジンの設定を表示します。 

48. フィルムインジケーターポケット 

49. フィルムカセット着脱キー 

已 0. 〇 (フィルムマガジン機能設定）ボタン 

フィルムマガジンの機能設定を行います。 

已1.▼(ダウン）ボタン 
52.▲(アップ）ボタン 

フィ J レムマガジン機能設定の選択に使用します。 

已 3. フイルムマガジン機能設定□ックスイッチ 


参フイルムカセット 



已已.圧板 


已 4. スプール 押さえ板 
已己.圧板 

12日/22日フイルムの圧板位置変更機能を 
内蔵しています。 

56. 巻き取り側 スプール 位置 マーク 

空（巻さ取り側）スプールはこのマークのある 
方に装てんします。 
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•バッテリーホルダー 



57. バッテリーケース着脱ボタンし赤） 

己8.バッテリーケース 

U チウム電池 ( CR 123 A 3本）を入れます。 

59.バッテリーホルダー 


•バッテリーケース 



60.バッテリーケース 
目1.バッテリー室 
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さ部のち荷; 



1. AF フレーム 

AF (オートフオーカス）撮影時にはこのフレーム内でピントを合わせます。 

2. スポット測光エリア 

スポット測光時の測光ェ U アを表します。 
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3.警告表示 


12.合焦 マーク 


4.フラッシュ発光表示 


已.露出モード 


1.測光モード 


6.露出スケール 
7.絞り値 


10.フイルムカウンター 


9.シャッタースピード 


8.露出補正 


3. 警告表示 

4. フラッシュ発光表示 

フラッシュの充電び完了すると点なします。 

5. 露出モード 

選択した露出モード （ Pv 、 P 、 5、 A 、 M ) を表示します。 

6. 露出スケール 

設定した露出、露出補正値び適正露出に対してどのぐらい+、一なのかを 
EV 値ととをに表示します。 

7. 絞り値 

設定した絞り値を表示します。 一の とさは露出制御範囲外です。 

8. 露出補正 

露出補正設定時に表示されます。 

9. シャッ タースピード 

設定したシャッタースピードを表示します。 一 のときは露出制御範囲外です。 

10. フイルムカウンター 

11. 測光モード 

選択した測光モード （♦ 、-、 ■) を表示します。 

12. 合をマーク 

ピントび合っていると、両方とを点灯します。 

























•グリップ LCD (撮影時) 


一13.シンク□タイ三ング 

-14 .フオーカスモード 

「1日.フイルム給送モード 


16.絞り値 
1 8.EV 値- 


20.露出モード 


21.測光モード 


13. シンク□タイミング 

選巧したシンク□タイミング （ NORM 、 REAR ) やフラッシュ応用機能び 
表示されます。 

14. フオーカスモード _ _ _ 

選択したフオーカスモード（田35、田3[、匹白）び表示されます。 

1已.フィルム給送モード _ 

選択したフィルム給送モード（口5、岛[、 Multi ) を表汀^します。 

16. 絞り値 

設定した絞り値を表示します。一のとさは露出制御範囲外です。 

17. シャッタースピード 

設定したシャッタースピードを表示します。一のときは露出制御範囲外です。 

18. EV 値 

設定した EV 値び表示されます。 

19. フィルム感度 

装てんしたフィルムのフィ>1レム感度び表示されます。 

20. 露出モード 

選択した露出モード （ Pv 、 P 、 5、 A 、 M ) を表示します。 

21. 測光モード 

選択した測光モード （♦ 、-、 ■) を表示します。 

22. フイルムカウンター 


そ … 

]RM 

の 5 

□ 

S 

f 日■日 1 己 

一 EV:12.0 ISO 

がザ 

ll—T 

已 

100 — 
じし 


• 17 .シャッター 
スピード 

一19.フイルム 
感度 

— 22 .フイルム 
カウンター 


•フイルムマガジン LCD 


29.バーコード 
システム 


33. フイルム- 

カウンター逆算 

34. フイルム- 

カウンター 


ESSES - 


! ii ! i !! ii ! i ! iso 4- 
圆剛 I 


•REMAIN 


t 旧 



-30 .データ写し込み 


—31.フイルム 
感度 

-32.120/220 
フイルムタイプ 


3己.フイルムマガジン 
バックアップ電池残量 


29. 八’ーコードシステム 

フイルムのバーコードシステムを利用して、フイルム枚数、フイルム感 
度などを設定する場合に表示されます。 

30. データ写し込み 

フィルムにデータを写し込む場合に表示されます。 

31. フィルム感度 

装てんしたフィルム感度 ( ISO ) を表示します。 

32. 120/220フィルムタイプ 

装てんしたフィルムのフィルムタイプを表示します。 

33. フィルムカウンター逆算 

フィルムカウンターを逆算表示している場合に表示されます。 

34. フイルムカウンター 

3己.フイルムマガジンバックアップ電池残量 

フイルムマガジン用電池の残量び少ないとさに表示されます。 
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はじめに 


クイックガイド (すぐに撮影したいちのために) 


J , 顧蘇識嚴溫 



5,フイルムを装てん 



フイルムカセット着脱キーを回してフイ 
ルムカセットを取り出し、フイルムを装 
12 てんします。 


么说聲與鑑願解 



リチウム 電池： CR123A 3本 


么な齡據非!り付ける 



* フィルムマガジンを取り付ける前にフ 
ィルムマガジン内の電池絶縁材と圧板 
イ呆護シートを取り除いてください。 


ん集巧を皆#品茄齡ミ 



f • 電源を入れる 



ON ‘OFF ボタンを約1秒間巧し続けます。 
应>グリップ LCD が点灯し、フイルムが 
自動的に1コマにセツトされます。 



〇フイルム感度を確認 

〇參 * 工場出荷時、 ISO 100.画に設定 
されています。 



* フィルムマガジンの初期設定は、 
旧日 100、亞国 になっています。バー 
コード検知による自動セット、フィル 
ム感度などの設定方法は、フィルムマ 
ガジンの機能設定（^2目ぺージ）をご 
参照ください。 

















































































遮光板開閉キーを止まるまで回し、遮光 
板インジケーターが白くなっていること 
を確認します。 


化 •（P/Pragram: プ□グラム AE) 



OEXP ボタンを巧します。 
©フロントダイヤルを回します。 
©DRIVE (5 日 ve ) ボタンを巧し、 
します。 


巧•磯齡;離卜 



〇 DRIVE ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回します。 
© DRIVE 巧日 ve ) ボタンを巧し、登録し 
ます。 


14¢フレーミング 



E ッた . ..K 6 口5 ム[•リ 


フアインダーをのぞき、構図をミ夫めます< 
AF フレームに被写体を合わせます。 


!!• (»/[ en 1: reW : 中央部重点測光) 



OEXP ボタンを巧します。 

©リアダイヤルを回します。 

©DRIVE (5 日 ve ) ボタンを巧し、登録 
します。 


12$ (田 5 / 5 ingleShot : シングルオ-トフォ-カス) 



OAF ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回します。 
©DRIVE (5 日 ve ) ボタンを巧し、登録し 
ます。 


15 •撮影 



シャッターボタンを半押しして、フアイ 
ンダー LCD の►◄が点灯すれば、測距 
完了です。シャッターボタンを深く巧し 
てください。撮影が開始されます。 


これであなたは GX 目 45AF を簡単に 
使用でさます。詳細な使用説明、取 
扱方法は、この後の使用説明をしつ 
かり読んでください。 
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フイルムカセツトを取り出す 



〇フイルムカセツト着脱キーを 
起こし、反時計回りに回乾さ 
せます。 

©フイルムカセットを引き出しま 
す。 


2 J 型？!！燕!保護 



フイルムマガジンの内部下側の電 
池絶縁材を引さ抜さます。 

圧板保護シートち取り除いてくだ 
さい。 


J ,? 诚钱齡捐入 n る 



フイルムカセツトをフイルムマガ 
ジンにまっすぐ入れます。奥まで 
強く、しっかり押し込んでくださし、。 


2,フイルムカセツトを□ツク 



〇フイルムカセット着脱キーを 
起こし、巧しなが S 時計回り 
に止まるまで回します。 
©フイルムカセット着脱キーを 
倒します。 

陪■フイルムカセットに□ックが掛かり、 
フイルムカセツトの取り付け完了です。 


* フィルムマガジンの電池は、フィルムカセット単体での機能の設定、バックライ 
卜点灯、メモ U —のイ呆持に使用しています。 


フイルムマガジンとフイルムカセツトの間に隙間び空いている場合は、フイルムカ 
セットびしっかり入っていません。一度フイルムカセットを取り出し、再度取り付 
けて < ださい。 
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•フイルムマガジンの電池容量 



電池容量が少なくなると、フイルム 
マガジンノ くツクアツプ電池残量マー 
クが点好します。新しい電池に交換 
してください。 

* 電池容量び十分なとさは点灯しません。 


•フィルムマガジンびボディに取り付けられているとさはボディから電 
源び供給され、フィルムマガジン内蔵の電池は使用されません。 
•フィルムマガジン単体で保管するとさは、フィルムマガジン内蔵電池 
び消耗します。電池の寿命は約1年です。 


フイルムマカシンの内蔵電池の交換方法 


圓 ( 

0 

瓣！ 





電池ぶたをコインなどで OPEN の位 
置まで回し、電池ぶたを取り外し 



新しい電池 (CR 203 2) を人れます。 


電池ぶたを取り付け、 CLOSE の位 
置まで回します。 


準備編 
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s フイルムマガジン 


フイルムマガジンの取り付け 


ft ボディのバックカバーを外す 



〇フイルムマガジン□ツク解除レバーを時 
計回りに回し、 

© フイルムマガジン□ツク解除レノ く一を巧し、 
© ボディのノ くックカバーを外します。 


フイルムマガジンのカバーを外す 



フイルムマガジンのカノ く一を外します。 


3,フイルムマガジンをボディに取り付ける 



ボディ下側の凸部にフィルムマガジンの凹 
部を入れ、下側に押し付けなが!5□ックさ 
れるまでフイルムマガジンを巧し込みます。 


遮光幕はフィルムの光カブ U を防止する重要な部 
分ですので、絶対に指などで触らないでください。 


遮光板は薄い板ですので、指や物で突っついたり、 
触ったりしないでください。変形して遮光板の作 
動び悪くなったり、光カブ U の原因となります。 
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フイルムマガジンの取り外し 


反時計回りに回します。 

* フイルムマガジン単体のとさは遮光板を開閉でさ 
ません。 



遮光板の開閉 

遮光板はフィルムマガジンに内蔵されてい 
ますので、迅速かつ容易に開閉でさます。 



■'■■'ここ二遮光板インジケーター 




遮光板の開閉は、 

〇遮光板開閉キーを起こします。 

©表示に従って、止まるまで回します。 
©遮光板インジケーターの色を確認します。 

g 遮光板び開いている：負遮光ホ反び閉じている: 
遮光ホ反インジケーターは白遮光板インジケーターはホ 


遮光板インジケーター：赤を確認 



遮光板開閉キーを起こし、©方向に止まる 
まで回し、遮光板インジケーターがホにな 
つていることを確認します。 


フイルムマガジンを外す 



〇フイルムマガジン□ツク解除レバーを時 
計回りに回し、 

© フイルムマガジン□ック解除レノ く一を巧し、 
©フイルムマガジンを外します。 


* 遮光板インジケーターび白になっているとさ、遮光 * フィルムマガジンを外して保管するとさは、フィル 

板開閉キーを止まるまで回し切っていないとさは、 ムマガジンおよびボディにカバーを取り付けてくだ 

フィルムマガジンを取り外すことはでさません。 さい。 



準備編 















































































































^ AE ファインダー 


AE ファインダーの取り付け 


ft ボディの上カバーを外す 



ボディの上カバーをつまみ、引っ張って外 
します。 


AE ファインダーのカバ_を外す 



〇フアインダー□ック解除ボタンを押して、 
© AE ファインダーのカバーを外します。 


3, AE ファインダーをボディに取り付ける 



ボディの凹部と AE フアインダーの凸部が合 
うように、まっすぐ上か!5しっかり押し込 
み、□ックします。 


レンズび露出しますので、触ったりぶつけたりし 
ないよラにごミち意ください。ミちれたり傷び付いた 
りすると、ファインダーの見えや AE 測光に影響び 
出ます。 


* AE ファインダーび□ックされていないと、電源を 
入れてをファインダー LCD び表示されません。 
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AE ファインダーの取り外し 


J •蔬ンた故解離タンを巧し 



〇ファインダー□ック解除ボタンを押しな 
が!5、 

©AE ファインダーをまっすぐ上に持ち上げ 
ます。 


AE ファインダーを外して保管するとさは、傷、ご 
み、ほこりを防止するため、必ず AE ファインダー 
およびボディにカバーを取り付けてください。 


準備編 
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交換レンズ 


交換レンズの取り付け 


ボディのフ□ントキヤップを外す 



〇レンズ□ック解除ボタンを巧しなが5、 
©ボディのフ□ントキヤップを反時計回り 
に回し、 

©フ□ントキヤップを外します。 


2 ^交換レンズのリアキャップを外す 



交換レンズのリアキヤップを反時計回りに 
回して外します。 


3,交換レンズをボディに取り付ける 



〇交換レンズ側のホい指標とボディ側のホ 
い指標を合わせて、 

©交換レンズをまっすぐはめ込みます。 

©カチッと音がするまで時計回りに回し、 
交換レンズを取り付けます。 
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交換レンズの取り外し 



〇レンズ□ック解除ボタンを押しなが!5、 
©交換レンズを反時計回りに回します。 

© レンズを前方に外します。 


レンズキャップの着脱 



レンズへの傷、ごみ、ほこりなど 
の付着防止のため、撮影しない 
ときは必ずレンズにレンズキヤ 
ップを取り付けてください。 
レンズび巧れているとさは、 8] 
ページを参照して、レンズをさ 
れいにふいて < ださい。 


レンズフードの着脱（別売） 

♦取り付け ♦取り外し 




レンズキヤツプ正面の2力所の 
つまみを内側に押しながら、 
レンズ先端のねじ部に取り付 
けたり、取り外したりします。 


〇レンズ先端部の指標とレンズ 
フードの指標を合わせます。 
©レンズフードをレンズの先端 
に押しながら、時計回りに 
止まるまで回して取り付け 
ます。 

豚レンズ フー ドに□ックび掛かり 
ます。 


レンズフードをレンズ側に巧 
しながら、反時計回りに止ま 
るまで回し、手前に引さ出し 
ます。 


• レンズフードを着脱するときは、レンズフードをレンズ側に押し付け 
て回してください。押し付けずに回すと、破損する恐れびあります。 
•フレアーやゴーストの発生を防止するため、レンズフードを取り付け 
ることをおすすめします。 

>レンズフードをしっかり止まる位置まで回さないと、レンズによる光 
線ケラレび発生します。 


♦レンズフードの収納 



レンズフードを取り外した後、レンズフードを逆さまにレンズに 
取り付け、収納でさます。 

〇レンズフードを逆さまにして、レンズ先端部の指標とレンズフ 
-ドの指標を合わせ、レンズにかぶせます。 

©反時計方向に回します。 

取り外すときは、レンズフードを押し付けながら時計回りに止ま 
るまで回してください。 


準備編 
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カメラボデイの電池を入れる 


参使用する電池：リチウム電池 CR123A 3V 3本 


J ^ バッ テリー ホ J レダーを 外す 



〇バッテ リーホルダー □ ック解除 
ボタンを巧しなが!5、 

©パ'ッテリ ーす J レダー□ックレバ 
一を下方向に下げ、 
©バッテリーホルダーをボディ 
か!5外します。 


バッテリーケースを取り出す 



〇バッテリーケース着脱ボタン 
(ホ）を押して、 

©バッテリーケースを取り出しま 
す。 


3 , 電池を入れる 



バッテリーケースの©表示に従 
つて、電池を入れます。 


4;賴爲楓入れる 



ノ くツテリーケースをノ くツテリーホ 
ルタ’一にカチッと音がするまで 
しっかり入れます。 


電池交換時には必ず3本とを新品電池を使用してください。新旧電池の混合使用 
は避けてください。 
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電源を入れる 




5 . 齡裔技 ホルダ-を メインスィッチを巧す 




〇バッテリーホルダーをボディ ON - OFF ボタンを約1秒間巧し続けます。 

に巧し付けなが5、 

©パ' ッテリ ーホルダー □ ックレ 
バーを元の位置に上げて□ッ 
クし取り付けます。 


* 電源を入れたまま約1己秒間放置すると、グリップ 
LCD に " GX ' び表示され、節電モードに入ります。 
シャッターボタンを半押し、または ON - OFF ボタ 
ンを巧すと、撮影モード画面に復帰します。なお、 
節電モードまでの時間は、カスタム設定の 
1 .Standby timeout (- ► 72 ぺージ)で変更可能です。 

* 節電モードは、カスタム設定の 3 .User button 
fumitiDn で USER ボタンに登録できます（一 7 己ぺ 
-ジ)。 


電池容量の確認 （ LCD 表示） 

〇電池容量が十分なとさは点灯しません。 


も 。 KJ CU sJd S I 

f 日 .6125 

EV:12.0 IS01 

[PlW 


: D 


©電池容量が少なくなると、 LCD 内の"日"が点なします。 

I ん OrmI の且 I 口 S 風 曲.....,"。5 —[ 


f 日 .6125 

EV:12.0 IS01 

[PlW 


顿 


©電池容量がなくなると、 "Low b 日 ttery " が表示され、力 
メラが作動しません。新しい電池に交換してください。 


flow b 


attery 


ファインダー LCD には何ち表示されま 
せん。 


準備編 
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スプールとフイルムの装てん 



このフィルムマガジンは、バーコフィルムカセツトを取り出しま 
-ドシステムに対応しています。 す（一14ぺージ)。 

フィルムマガジン機能設定を " IB " 

にをわせてください(一26ぺージ)。 

バーコードシステム対応フィルム 
( IB マーク付さ）を使用すると、バ 
ーコードによってフィルム感度、 

12日/22日フィルムなどを判別 
し、自動的にフィルムカウンター、 

圧板位置び切り替わります。 

フィルムカセツトは] 2日フィルム、 

22日フィルムの圧板位置変更機能 
を内蔵していますので、]2日/ 

22日フイルム兼用で使用でさます。 


♦撮影枚数 


フィルムタイプ 

撮影枚数 

1201/2フイルム 

8枚 

120フィルム 

1目枚 

220フィルム 

32枚 


フイルムカセツトの白いマー反対側にフイルムを装てんします。 
ク冶のある方谱き取り側）に空 
スプールを装てんします。 


* 空スプール、フイルムとを、スプール押さえ板側にスプールを巧し付けなびらフ 
イルムカセツト内に納めてください。 


•スプール押さえ板びさちんと戻っていることを確認してください。スプール押 
さえ板び正しい位置に戻っていないと、フイルムカセットびフイルムマガジン 
に入れられなかったり、また無理に入れると、フイルムマガジンに傷を付けた 
り、フイルムの給送にトラブルび発生します。 

•空スプールは、工場出荷時、巻さ取り側にセットされています。 































ん品 i ぶ::;億;難 I 讚 g 



U ーダーぺーパーの先端を卷さ 
取り側 スプールの 溝に差し込み 
ます。 

リーダーペーノ く一の先端の穴がスブー 
ルの溝内の突起部に引っ掛かります。 


フイルムの予備巻き 



フイ )レム供給側にフイルムのスタ 
-トマークが表れるぐ!5いまで、 
リーダーペーパーを卷さ取り側 
スプールに巻き込みます。 



本イージー□ーデイングフイルム、スプールではないタイプをご使用の場合も、同様に U 
ーターぺ一 J ( 一の先端をスフールの穴に差し込みます。 

* 本機は、フイルムマガジン内のセンサーによって、 U - ダーペーパーとフイルム、お 
よびバーコードを検知しています。そのため、フイルムのスタートマークを厳密に 
合わせなくてを、正確に1コマ目にセットされます。 

*220 フイルムは、 U —ダーペーパーの先端からスタートマークまでの間び長いた 
め、 U —ダーぺーパーの先端をスプールに巻さ込んだとさ、フイルムのスタートマ 
-クび見えなくても構いません。巻き取り側スプールに 3 巻〜 4 巻きしてください。 


么引尬锦站 I 人 n る 



フイルムカセツトをフイルムマ 
ガジンに取り付けます（一14ぺ 
-ジ)。 


し 1コマ目にセット 



カメラに電源が入っているとき、 
フイルムマガジンにフイルムの 
入ったフイルムカセツトを入れ 
ると、自動的に1コマ目がセット 
されます。 


* カスタム設定の 15 .Film wind-on (一 

73 ページ）で、シャッターボタンを 
半押ししてフィルムの給送び開始され 
るように設定できます。 

* スタートマークび見えた後、さらに予備巻さをすると、光カブ U の原因となります。 
* 巻さ太り防止のため、フィルム供給側の U —ダーペーノく一を押さえてテンション 
を掛けなびら、 U —ダーペーパーを巻さ取り側スプールに強くしっかり巻さ締め 
て < ださい。 


フィルムマガジン機能設定を" IB " にセットし、バーコードシステムに対応してい 
ないフィルムを装てんすると、グリップ LCD に " Undefinded film speed 
(フイルム感度び設定でさません)"と表示され、シャッター□ックび掛かります。 
フイルム感度をマニュアルで設定してください（一 26 ページ)。 
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® フイルムマガジンの機能設定（フイルム感度（旧 o ) 設定など) 


J ぶ纖 r ン議設定の 



フイルムマガジン機能設定 □ ックスイッチ 
を動かし、□ックを解除します。 


么設定 



〇〇ボタンを押すごとに設定項目が切り替 
わります。 

©▲▼ボタンで設定を変更します。 


•フイルムマガジンの設定内容 


設定項目 

▲▼ボタン 
で切り替え 

内容 

■ •MM 

on 

データ写し込み；あり 

off 

データ写し込み；なし 

REMAIN 

on 

フィルムカウンター：逆算表示 

off 

フィルムカウンター：順算表示 

ISO 

IIB 

バーコード検知による自動設定 

6 〜6400 

マニュァ) レでのフィ j レム感度設定 

画 

励 

8 fr 120 

1201/2フィルムに設定 

16 fr 120 

120フィルムに設定 

32 fr 220 

220フィルムに設定 


* データ写し込み内容は、目9ページを参照してくだ 
さし、。 


*18" 設定時は、誤使用防止のため"匿国/阻 3" は切 
り替えられません。 

* バーコードシステム対応フイルムを装てんした場 
合、 " IB " に設定していなくてを亞国/四 D フイルム 
タイプび自動的に切り替わります。ただしフイルム 
感度設定は自動的に切り替わりません。 
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3, フイルムマガジン機能設定を□ック 



〇 〇ボタンを巧して、設定内容を登録します。 
© フイルムマガジン機能設定□ツクスイツ 
チを動かし、□ックします。 


フイルムマガジン LCD のバックライト 



フィルムマガジン単体で薄暗いところなどでフ 
ィルムマガジン LCD が見にくいとさには、 

乂フィルムマガジン LCD バックライトボタン 
を押して < ださい。 

みボタンを押している間、ノむ/クライトび点灯します。 


♦フィルムマガジンをボディに取り付けているとき 

フィルムマガジンをボディに取り付けていると 
さは、グリップの 4^ LCD バックライトボタン 
を巧すと、グリップ LCD とフィルムマガジン 
LCD の両方のバックライトが点なします。 



。わフイルムマガジン LCD バックライトボタンは使用 
でさません。 


>設定変更後己秒間操作しないと、フィルムマガ 
ジン LCD は通常画面に戻ります。このとき、表 
示されている内容び登録されます。 

>設定び終わったら、不用意に設定び変わらない 
ようにフイルムマガジン機能設定を □ ックして 
<ださい。 


* 装てんしたフィルムとフィルムタイプ（匿函/阻3など）び違っていると、ピントび悪くなったり、途中でフィル 
ムび巻さ上げられたり、最終コマの画面切れび起こります。撮影前にはフィルムとフィルムマガジンの設定内 
容を確認してください。 


準備編 
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視度調節 


視度調節ダイヤルを回す 



カメラを明るい方に向け、ファインダーを 
のぞき、 AF フレームがはっきり見えるよう 
に視度調節ダイヤルを回します。 


•視度補正範囲： 

-4 .日 D 〜+2.曰 D (ディオプター) 


ネックストラップの取 D 付け 


ストラップの□ックリングを下げます。 



2 ^フックカバーを広げる 



* 遠視の方は+側（反時計回り）に、近視の方は一側 
(時計回り）に回して調節してください。 


•ファインダーでピント合わせをする前に、必ず 
ファインダーの視度を調節してください。 
♦視度を決めるとさは、ファインダー像で合わせ 
ないで < ださい。 
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ストラップ吊り金具に取り付ける 4$ フックカバ-を閉める 



ストラップのフックをボディのストラップ 
吊り金具に取り付けます。 



フックカバーを元の位置に戻し、閉めます。 


な • □ックリングを上げる 



□ック IJ ングをフック側に止まるまで動か 
し、□ックします。 

カメラの反対側も同様に取り付けてください。 


* 必ず□ック U ングをフック側に動かして □ ックして 
ください。ストラップのフックび外れ、カメラび落 
下する恐れびあります。 


準備編 
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基本編 


才ート撮影けートフオーカス/プログラム AE ) 



•:中央部重点測光に設定 



P 


皿 （[•]) 


3.W- 


5:シングル オー トフ オー カス 
ドに設定 



OEXP ボタンを巧します。 

©フロントダイヤルを回し 、 P : Pragram を 
表示させます。 

除露 a モード設定中、ファインダ ー LCD に"巨因"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

除グリップ LCD とファインダー LCD に" P " が表示さ 
れます。 


OEXP ボタンを巧します。 

©リアダイヤルを回し、♦: Centre W を表 
示させます。 

腐1 則光モード設定中、ファインダ ー LCD に"呂巧"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

除グリップ LCD とフアインタ ー LCD に"♦-が表示さ 
れます。 


OAF ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し、035: Single 
讯扣を表示させます。 

除フォーカスモード設定中、ファインダ ー LCD に 
"凸と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

腐=グリップ LCD に"四 5" と表示されます。 


*7 •〜4•のモードは、シャツターボタン半押しでも登 
録でさます。 


<登録後の表示> 


地 . .....K.6 口 5 ム [■] 

1 を hormI 111 JS leu S 1 

( 

巧. 61 巧 

户？％化〇 IS0 100 

柄 V ]山 
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い紙. ..... に…5 も。 rJobsT 。 s 1 


* 露出モードと測光モード 
を両方設定するとさは、 

フ□ントダイヤルで露出 
モードを設定した後、続 
けて U アダイヤルを回し 
て測光モードを設定してください。 


15.6 


m 


125 

IS 0 100 

山 


I を HOI な I 》コ S I 

f 日.6125 

EV ：12.0 IS 0 100 

[PlW 山 















































































































4, as : 1 コマ給送モードに設定 


—-- - 


>が一 

\ 

& 

oE rt 

0 1 
ILES/ESC) 、 

J 

^ 


夕 /I 

\厂 

FLASH AF DRIVF イ 

Sin9le ] 

(PROF 


f 加か e 1 


〇 DRIVE ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、 ns : Single 
を表示させます。 

フイルム給送モード設定中、ファインダー LCD に 
"巴立因"と表示されます。 

©DRIVE (Save) ボタンを押し、登録します。 

除グリップ LCD に■■□5"と表示されます。 


5,カメラを構える 



カメラブレはシャープネスを劣化させる最も大 
さな原因です。 

両脇をしっかり締めてカメラを固定します。 


Of 被写体をね5う 



AF フレームの内側に：: AF 測距範囲）で被写 
体をねらいます。 


も。 J の り口 S り 

15.6 125 

EV ： 12.0 IS0 100 

[PM 山 


シャッタースピードび遅いとさ、焦点距離の長い 
レンズで撮影するとさは、カメラブレを起こしや 
すいので、三脚などをご使用ください。 


* ねらラ被写体びフォーカスフレームから外れている 
とさは、フォーカス□ック撮影（一45ページ）を行 
つて < ださい。 


基本編 
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オート撮影（オートフオーカス/プ□クラム AE ) 


/• ピントの確認 



シャッターボタンを半押しし、ファインダ 
一 LCD の合焦マークが2つとら点好してい 
れば測距完了です。 


g , 露出の確認 



ファインダー LCD またはグリップ LCD に絞 
り値とシャッタースピードが表示されてい 
れば 0 K です。 


田 as :シングルオートフォーカスモード時、測距不 
能の場合、►◄び2つとを点滅し、シャッター□ック 
び掛かります。 

* 合焦マークび2つとを点灯しないとさ、被写体にピ 
ントび合わないとさは、マニュアルフォーカス撮影 
(一43ページ）、フォーカス□ック撮影（一45ペー 
ジ）を行ってください。 


* 絞り値、シャッタースピード表示部に " と表示 
された場合は、露出連動範囲外です。このとさ、フ 
ァインダー LCD の露出スケールに適正露出からど 
のぐらい外れているか （ EV ) び表示されます。露出 
連動範囲外でをシャッターは切れます。なお、カス 
タム設疋の 8.□ 山 : of range exposure lock (一 72 
ページ）で、露出制御範囲外の場合、シャッターが 
ックび掛かるように設定できます。 


9 • シャツターを 切る 



シャッターボタンを静かに深く押すと、シ 
ヤツ ターが切れます。 


* シャツターボタンを半押ししてを露出は □ ツクされ 
ません。シャッターボタンを深く押し込んだとさの 
露出で撮影されます。 


Z2 





























最終コマの撮影とフイルムの取 D 出し 


自動的にフイルムが巻き上がる 


♦フイルム 
マガジン LCD 


参グリップ LCD 



ん … M CBs 口 S 


f 己日 

EV ：12 .D 

[ P 1 W 



最終コマ撮影後、自動的にフィルムは最後 
まで巻き上がり、フイルムカウンターに" E " 
が表示されます。 


2フイルムカセツトを取り出す 



フイルムカウンターに" E " が表示されたこと 
を確認してか!5、フイルムカセットを取り 
出します（一14ぺージ)。 


フイルムを取り出す 



フイルムカセツトか S フイルムを取り出し 
ます。 

取り出したフイルムは、巻きゆるみがないよ 
ラにエンドシールをしっかりはりつけます。 



* フィルムの最終コマまで撮影し終わり、フィルムカ 
ウンターび" E " のとさにシャッターボタンを巧すと、 
ファインダー LCD に‘‘ Nd more fram 巧 （フィルム 
び残っていません）"、グリップ LCD に " No more 
frames on the 刊 m (フィルムに撮影できるコマ 
は残っていません）"と表示され、シャッターは切 
れません。 


Ho more け antes 


Ho more frame 
on the film 


Information 


lam 

Film magazine 
open 


撮影途中のフイルムび入つ 
ているとさにフイルムカセ 
ットを取り出そうとすると、 

Film magazine open い 

イルムマガジンび開さまし 
た）"と表示されます。フイ 
ルムびカブり、使用でさませんので、ボタンを巧 
してフイルムを巻さ上げ、取り出してください。 


基本編 
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フイルムの途中取 D 出し 


,, Q とボタンを巧ず 



ブ DRIVE ( Yesh 1 t タンを巧す 



グリツプ LCD に "Wind film □ げ？ （フィルム 
を巻き上げますか？）"と表示されるので、 
DRIVE (Ygs) ボタン、またはシャツターボ 
タンを巧します。 

フィルムが最後まで卷さ上げられ、フィル 
ムカウンターに" E " が表示されたことを確認 
してか S フイルムを取り出してください。 


♦フイルムの途中巻を上げをやめたいとさは 



FLASH ( No ) ボタンまたは ESC ボタンを巧し 
よ9 〇 

フイルム途中卷さ上げモードが解除され、 
撮影モード画面に戻ります。 


34 













































































* カスタム設定の 2 .Ev increment (一 72ぺージ）で 5、 A、M モー ド 時の EV 変化量を変更できます。 


^—」1 

J 

な ^^^ ■ 

【い ] Pt-ogramJ 

( 曲:^恃 

(PROFILES/ESC) 

RIVE 

\f 

1 

f 

【 P ) 皿 [•] 


OEXP ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、設定したい露 
出モードを表示させます。 

陪'露出モード設定中、ファインダ ー LCD に"呂巧"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

除登録した露出モードがグリップ LCD とファィンダー 
LCD に表示されます。 


* シャッターボタン半押しでち登録でさます。 


<登録後の表示> 


..... K.6 口 5 ム [■] 

1 も iormI 田 3 s 1 〇 S 1 

* カメラび作動状態のと 


f 日 .6 

125 

きは、常に測光してい 
ます。 AE □ックの方法 


ISO 100 

山 


は、己4ぺージを参照し 
て < ださい。 


モード 
略称表示 

モード表示 

モード名 

内容 

Pv 

Pragr 曰 m 
VARIABLE 

プ□グラムバリアブル 
AE モード 

明るさに応じてカメラび自動的に絞りとシャッタース 
ピードを合わせます。長焦点レンズではシャッター 
スピードび高速側にシフトするなど、レンズの種類 
によりプ□グラムび変わる高度なプ□グラムで、最 
適な露出で撮影でさます。 

P 

Pragr 曰 m 

プ□グラム AE モード 

明るさに応じてカメラび自動的に絞りとシャッタース 
ピードを合わせます。 

5 

Shutter pr . 

シャツター速度優先 AE 
モード 

シャッタースピードをまめると、カメラび自動的に 
絞りを合わせます。 

•動さのある被写体の撮影時、シャッタースピードを 
早くして被写体を止めたり、シャッタースピードを 
遅くして意図的に動さのある写真にするとさに使用 
します。 

A 

Aperture pr . 

絞り優先 AE モード 

絞りをミ夫めると、カメラび自動的にシャッタースピー 
ドを合わせます。 

•被写界深度を利用し、絞りを開けて遠近感を出した 
り、絞って近距離から遠距離までピントを合わせた 
りするとさに使用します。 

IVI 

IVI 曰 nu 曰 1 

マニュアル露出 

撮影者の意図的な露出表現をするとさ、逆光など 
Pv 、 P 、 5 、 A モードで不適な被写体の撮影時の露 
出設定に使用します。 


因の露出モードの設定 


♦露出モード設定の基本操作 


•露出モードー覧 


応用編 
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露出モードの設定 


Pv/Program VARIABLE： プ□グラムバリアブル AE モ■ド 



OEXP ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し 、 Pv : Program 
VARIABLE を表示させます。 

露出モード設定中、ファインダ ー LCD に"巨巧"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
除グリップ LCD とファインダー LCD に Pv が表示 
されます。 


P/Pragram : プ □ グラム AE モード 



OEXP ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し 、 P : Program を 
表示させます。 

隐"露出モード設定中、ファインタ’一 LCD に"山山’と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
除グリップ LCD とファインダ ー LCD に" P " が表示さ 
れます。 


* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 


<登録後の表示> 


财’祈 ...... K .6 口 5 ム [■] 

1 ん… mI lilSs 1 □ S 1 

( 

f 日 .6 

S)*] 

125 

ISO 100 

[ム] 
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* シャッターボタン半押しでち登録でさます。 


( H ' IT . ..... K .6 口 5 ム [■] 

1 も iormI 111 js I ch s I 

( 

巧•巳 125 

戸^化 0 ISO 100 

固) •] 山 


プ□グラムシフト： Pv 、 P モード時 

Pv : プ□グラムバ U アブル AE モード、 
P : プ□グラム AE モード設定時にフ□ント 
ダイヤルを回すと、プ□グラムシフトでさ 
ます。常に適正露出になるよラに、測光し 
た EV で絞り値とシャッタースピードを同 
時に変更でさます。 



♦フ□ントダイヤルをち側に回ず： 

シャッタースピードび速くなり、絞り値は開 
放側にシフト 

•動いている被写体の撮影時に手ブレを防止 
したいとさ 

•ボケを利用した撮影など 

♦フ□ントダイヤルを左側に回ず： 

シャッタースピードは遅くなり、絞り値は絞 
られる方向にシフト 

•被写体の動さを出すために被写体のブレを 
利用して撮影するとさ 

•近距離から遠距離までピントを合わせたい 
とさなど 

* シャッタースピードび遅くなりすざると、カメラ 
ブレしやすくなりますので、シャッタースピード 
をよく確認してから撮景ミしてください。 























































































































フ□ントダイヤルを回し、合わせたいシャツ 
タースピードをセツトします。 


* 絞り値表示部に一と表示された場合は、露出連動 
範囲外です。このとさ、ファインダー LCD の露出 
スケールに適正露出からどのくらい外れているか 
( EV ) び表示されます。露出連動範囲外でもシャッ 
ターは切れます。なお、カスタム設定の 8.□山： nf 
range exposure lock (一 72 ぺーソ J で、露出制御 
範囲外の場合、シャッター □ ックび掛かるように設 
定でさます。 
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OEXP ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し、5 : Shutter 
pr . を表示させます。 

腐"露出モード設定中、ファインタ’一 LCD に"山 jj" と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押し、登録します。 

除グリップ LCD とファインター LCD に" 5" が表示さ 
れます。 


* シャッターボタン半押しでを登録できます。 
<登録後の表示> 

0 ^ 


い.了. ..... K .6 口5 ム [■] 

I ^ normI 四 3 且 1 口 S 1 

f 

f 日. 6125 

二': 12.0 ISO 100 

風諭][ム] 



露出補正： Pv 、 P 、 5、 A モード時 

Pv :プ□グラムバ U アブル AE モード、 
P :プ□グラム AE モード、5:シャッター 
速度優先 AE モード 、 A :絞り優先 AE モー 
ド設定時に U アダイヤルを回すと、撮影状 
況に合わせて迅速に露出補正でさます。 



♦リアダイヤルを上側に回ず：+方向に補正 
♦リアダイヤルを下側に回ず：一方向に補正 
フアインダー LCD の露出スケールに補正量が 
▼と EV 値で表示されます。 

グリップ LCD には、目マークが表示されます。 


* この方法で行った露出補正は、シャッターび切れ 
ると解除されます。ただし、カスタム設定の 13. 

AE - lack/Quick adjust (- *>74 ぺージ）で継続保持 

に変更でさます。 
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露出モードの設定 





OEXP ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し 、 A : Aperture 
pr . を表示させます。 

露出モード設定中、ファインダ ー LCD に"巨巧"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 


フ□ントダイヤルを回し、合わせたい絞り 
値をセットします。 


OEXP ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し 、 IVI : Manual を 
表示させます。 

露出モード設定中、ファインダー LCD に"巨巧"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押し、登録します。 


除グリップ LCD とファインダ ー LCD に" A " び表示さ 
れます。 


除グリップ LCD とファインダ ー LCD に" M " が表示さ 
れます。 


* シャッターボタン半押しでを登録できます。 
<登録後の表示> 

風 


k.T. ..... K.6 口 5 ム [■] 

1 も… mI gb 且 1 口 S 1 

( 

f5.6 

励 •] 

1 巧 

ISO 100 

[ ム ] 


* シャッターボタン半巧しでち登録でさます。 


* シャッタースピード表示部に"一"と表示された場合 
は、露出連動範囲外です。このとさ、ファインダー 
LCD の露出スケールに適正露出からどのぐらい外 
れているか （ EV ) び表示されます。露出連動範囲外 
でをシャッターは切れます。なお、カスタム設定の 
8.Out of range exposure lock 户 /2 へーソ J で、 
露出制御範囲外の場合、シャッター□ックび掛かる 
ように設定できます。 


© ...。.了. ..... K .6 。5 ム叫 r ん…脚 S 了 □ si 


巧.巳125 




















































































































フ□ントダイヤルを回し、合わせたい絞り 
値をセットします。 


リアダイヤルを回し、合わせたいシャツタ 
ースピードをセツトします。 


ファインダー LCD の露出スケールの見方 

ファインダー LCD の露出スケールは、設 
定した露出、露出補正値び適正露出に対し 
てどれぐらい+、一なのかを▼と EV 値で 
表术します。 

参適正露出 

方 "+0.日"と表示されます。 


♦アンダー 


-0.3 


けーバ_ 


+0.3 


ち図は、 「0.3 EV アンダー」を表 
しています。 

シャッタースピードを遅くした 
り、絞りを開けて、適正露出に 
近づけます。 

ち図は r 0.3 EV オーバー」を表 
しています。 

シャッタースピードを上げた 
り、絞りを絞って、適正露出に 
近づけます。 


応用編 
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因の測がモードの設定 


•測光モード設定の基本操作 


•測光モードー覧 


モード 
略称表示 

モード表示 

モード名 

測光範囲 

内容 

参 

Centre W 

中央部重点測光 




画面中央部の約20%を測光します。 

ファインダー中央部の主要被写体の露出を中必 
に撮影したいとさに使用します。 

• 

Spot 

スポット測光 


圆 


画面中央部の約2%、ファインダーの〇マーク 
部分（スポット測光エリア）を測光します。 
被写体の特定部分を正確に測りたいとさに使用 
します。 

■ 

Average 

平均測光 

圍 

画面中央部の約70%を測光します。 



露出モードから続けて測光モードを設定でさま 
す。フ□ントダイヤルで露出モードを設定した 
後、 U アダイヤルを回して設定してください。 

OEXP ボタンを押します。 

©リアダイヤルを回し、設定したい露出モ 
-ドを表示させます。 

除露 a モード設定中、ファインダ ー LCD に"巨因"と 
表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
登録した測光モードがグリップ LCD とフアインター 
LCD に表示されます。 


参スポット測光について 
Normal モード：通常の撮影で使用します。 

* Spots - ドはカスタム設定の IQ.Spot made (一73ぺージ）で Z 日 ne モードに変更できます。 

Zone モードを選択していると、 AE □ックび掛かった状態になります。露出を測る場合は、 AE-L ボタンを押 
し、指を離したとさの測光値びカメラに表示されます。 

* Zone モードとは…… 

測光エリアは18%グレーと想定して測光演算します。このとき、ファインダ ー LCD には18%グレーを基準と 
する " Zone 己"と表示されます。カメラを動かすと、被写体の場所に応じて対応したゾーン値を□〜10の範囲 
で表示します。 U アダイヤルで Zone の名前を変更でさ、そのとさシャッタースピードと絞り値も変化します。 
18%反射のグレーを基準とし、 " Zone 己"とし、 "0" に近づくと反射率の低い黒、 "10" に近づくと反射率の 
高い白になります。被写体の周囲の Zone スケールを確認して、仕上げたい意図のスケールに合わせてくださ 
い。 


* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 


<登録後の表示> 


P+oo!■ ■ f5 6 125 


;© 




f 日 .6 

m- 


125 

ISO 100 

[ ム ] 


* カスタム設定の王 User button fumitiDn で USER ボタンに登録できます（- *>7 己ぺージ）。 
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AF 


フオーカスモードの設定 


• フォー カスモード設定の甚本操作 



OAF ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、設定したいフ 
オーカスモードを表示させます。 

腐=フオーカスモード設定中、ファインタ’一 LCD に 
"田と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

登録したフオーカスモードびグリップ LCD に表示 
されます。 


* シャッターボタン半押しでも登録でさます。 


<登録後の表示> 

I ん。【 巧 U 且 J ] S I 

f 日 .6125 

EV :12-0 IS 0 100 

MW [ ム ] 


•フ オー カスモードー覧 


\ フォーカス 

\ モ-ド 

凸 a 5/5 ingle Shot : 

シングルオートフオーカス 

03 C/CcinUnucius : 

コンテイニユアスオートフオーカス 

画 / Manu 己 1 : 

マニュアルフオーカス 

フィルム \ 

給送モード \ 

(46 ぺージ） 

シャッターボタンを巧すご 
とにピントを合わせます。 

♦静止している被写体など、 
一般的な撮影 1 こ使用します。 

シャッターボタンを半巧し 
している間、連続的にピン 
卜を合わせます。 

♦動さのある被写体の撮影 
に使用します。 

フオーカスリングを回し、手 
動でピントを合わせます。 

♦オートフオーカスではピ 
ント合わせび難しいシー 
ンで使用します。 

□ S/Sinole : 

1 コマ給送モード 

シャッターボタンを半押しし 
てピントを合わせ、合焦マー 
クび点灯した後、 AF □ックし 
ます。シャッターボタンを深 
く押し込むと、シャッターび 
切れます。 

シャッターボタンを半巧し 
すると、連続的にピントを 
合わせます。 

合焦マークび点灯しなくて 
わシャッターび切れます。 

* 合焦マークび点灯したこと 
を確認してからシャッター 
を切ってください。 

次々にフレー三ングを変え 
なびら撮影するとさに有効 
です。 

レンズのフオーカスリングを 
回し、ファインダーでピント 
を確認します。 

* ファインダー内の AF フレー 
ム内の被写体に ピン 卜び合つ 
たとさは、合焦マークび点な 
し、フオーカスエイドとして 
使用でさます。 

岛 (7 

Continuous : 

連続給送モード 

シャッターボタンを押し続 
けると、 ] コマ目はピントび 
合ったところで AF □ックび 
掛かり、シャッターは連続 
的に切れます。 

1 コマはピントび合ってない 
状態でをシャッターび切れ 
ます。 2 コマ目じ(降はピント 
び合ってからシャッターび 
切れます。 

*] コマ目は合焦マークび点灯 
したことを確認してからシ 
ャッターを切ってください。 

ピントに関係なく、シャッ 
ターボタンを押している間、 
シャッターび切れます。 


* 四 a / M 日 nu 日殿定時でも USER ボタンを押すと AF び働くように設定できます （一 75ぺージ)。 
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E 日フオーカスモードの設定 


AF 撮影方法 


ES ^/Single Shot : 

シング ルオートフオーカスモー ド 



OAF ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し、 EHs : Single 
扣扣を表示させます。 

除フォーカスモード設定中、ファインダ ーLCD に 
"田 i " と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押し、登録します。 
除グリップ LCD に"田 a 5" が表示されます。 


ES C/IIantinuDus : 

コンテイニユアスオートフオーカスモード 



OAF ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、_ 

巧 3c : Ccmtinucius を表示させます。 

陵=フォーカスモード設定中、ファインダ ー LCD に 
"凸 i " と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
除グリップ LCD に"凸 a [" が表示されます。 



〇ピントを合わせたい被写体に AF フレーム 
を合わせ、シャッターボタンを半押しし 
よ9 〇 

自動的にピン ト 合わせが開始されます 
©ピントが合うと、合焦マークが2つとも 
点好します（一44ページ)。 


* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 * シャッターボタン半押しでち登録でさます。 


<登録後の表示> * n 3 g :シングルオートフ 


1んり GB 且りコ S 1 

オー カスモード時は、合 
焦 マークび 2つとを点灯 

1ん W り GBC )コ S 1 

f 日.日 

1? 己 

していないとシャッター 

f 日.日 

1? 己 

EV:12-0 IS0 100 

は切れません。 

EV:12-0 IS0 100 

[PlW 

[ ム ] 


[PlW 

[ ム ] 


42 



































































レデイマニュアルフオーカス 



本機はレディマニュアルフォーカス（マニュ 
アルフォーカス瞬時切り替え機能）方式を採 
用しています。オートフォーカスでピントを 
合わせた後、シャッターボタンを半押しした 
ままレンズのフォーカスリングを回すと、自 
動的にマニュアルフォーカスに切り替わり、 
ピントを微調整でさます。 

豚田35:シングルオートフォーカスモード時、フ 
ァインダー内の合焦マークは点口したままです。 

* シャッターボタンから指を離し、再びシャッター 
ボタンを半巧しすると、オートフオーカスモード 
に戻ります。 


匹白/ M 日 nu 日1: 7ニユアルフオーカスモード 



OAF ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し、 ■の口 ： Manual 
を表示させます。 

腐"フォーカスモード設定中、ファインタ’一 LCD に 
"凸と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

除グリップ LCD に "皿’ が表示されます。 


* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 
<登録後の表示> 
i^xr 阳 i)Js] 

f 日 .6125 

EV :12-0 IS 0 100 

[PlW [ ム ] 


MF 撮影方法 



レンズのフオーカスリングを回し、ファイン 
ダーでピントが合っているかを確認してか 
5シャッターを切ります。 


* カスタム設定の H . Fmius 日 id in MF (-^73ぺージ) 
び ‘‘ Half press ' " Always " になつていると、 AF フ 
レーム内の被写体にピントび合ったとさに合焦マー 
クび点灯します。フオーカスエイドとして利用して 
<ださい。 


応用編 
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ピント合わせと合焦マーク 


AF フレーム内の被写体にピントび合っているかをファインダー内の合焦マークで確認でさます。 

•合焦7—クが2つとち点な •一方の合焦7—クが点好 



ピントが合っています。 



ピントが合っていません。 


►はピントび被写体より前側にセツトされ 
ていることを示します。 

◄はピントが被写体より遠側にセツトされ 
ていることを示します。 


•合焦7—クは無点好 



ピントが合っていません。 


* ►◄び点滅；測距不能です。 

コントラストのあるところ、被写体の形状びよく分 
かるところでピントを合わせ直すか、 四 a :マニユ 
アルフオーカス（一 43 ページ）を行ってください。 


* 田 as : シングルオートフオーカスモード時は、合 
焦マークび 2 つとを点灯していないとシャッターは 
切れません。 


* カスタム設定の Focus 曰 id in MF (-^73ぺージ） 
で、匹白：マニュアルフォーカス時に合焦マークを 
点な（フオーカスエイド）する/(半巧し時/常時） 
しないを変更でさます。 
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フオーカス□ツク 


* 田35 :シングルオートフオーカスモード時のみ 


AF フレーム内に被写体びないとさ、構図をずらして被写体にピントを合わせて□ックし、元の構図に戻して撮影するち法です。 


ピント外れ 


ク被写体に AF フレ_ムを合わせて 


フオー カス□ツク 


3,元の構図に戻して撮影 



被写体が AF フレームか S 外れています。こ 
のままではピントが合いません。 


AF フレームを主要被写体に合わせてシャツ 
ターボタンを半押しし、フオーカス□ック 
し乐 9 〇 


シャッターボタンを半押ししたまま構図を決 
め、シャッターを切ります。 


応用編 
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Drive 


フイルム給送モードの設定 


♦フイルム給送モード設定の昼本操作♦フイルム給送モードー覧 






u 


FLASH AF DRIV 。 

ii 1 Single 

(PROF 

® L\ 

ON-OFF り、 

© 1 
ILES/ESC) 、 

J 

^ 

f 

( 加か e) nrma 


モード略称表示 

モード表示 

モード名 

内容 

□5 

Single 

1コマ給送モード 

シャッターボタンを押すごとに1コマずつシャッター 
び切れ、フイルムを給送します。 

岛 C 

ContinuDus 

連続給送モード 

シャッターボタンを押している間、連続的にシャッタ 
一び切れ、フイルムを給送します。 

*最局約2コマ/秒 

因 

Multi exp . 

多重露光モード 

シャッターび切れてもフイルムび送られず、数回同じ 
コマに撮影でさます。露光回数は2回〜己回、無制限 
から設定でさます。 


ODRIVE ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、設定したいフ 
イルム給送モードを表示させます。 

腐"フイルム給送モード設定中、ファインタ’一 LCD に 
" と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
登録したフイルム給送モードがグリップ LCD に表 
示されます。 


* シャッターボタン半押しでを登録できます。 

* Multi exp . の設定、撮影方法は 47 ページを参照し 
て < ださい。 

<登録後の表示> 

I ん… mI 向引） 

f 日 .6125 

EV :12-0 IS 0 100 

MW [ム] 
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を重露光 


撮影後もフィルムを給送せず、同じコマに数回撮影できます。♦露光回数は2回〜己回、無制限から設定できます。 

, • Multi EXp. :多重露光を設定 多重露光回数を設定 3•撮影 



ODRIVE ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し 、 "Multi exp ." 
を表示させます。 

腐=フィルム給送モード設定中、ファインタ’一 LCD に 
" と表示されます。 



〇リアダイヤルを回し、露光回数を選択します。 
陪*露光回数選択中、ファインダー LCD に "Mum :露 
光回数"が表示されます。 


©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
除グリップ LCD に Exp ： D /3 (撮影済みの回数/設定 
した露光回数)"、ファインダー LCD に " M . E : □(撮 
影済みの回数)"が表示されます。 


* カスタム設定の 3 .User button fumitmn で USER 

ボタンに登録でさます（一 74 ページ)。 


多重露光時の露出補正の目安 

多重露光回数2回：一1 .OEV 
3回： 一1 .已 EV 
4回： -2 .OEV 

* これは一般的なデータです。撮影状況により変化 
しますので、あらかじめテスト撮影してデータを 
取ってください。 


* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 
<登録後の表示> 


的 ..,: 川王 5。5 fe jJ, 因 E …… 


* 多重露光を設定すると、 
ファインダー LCD の測光 
モード表示は次のよラに 
変わります。 

-圧 NT :参中央部重点測光 
• SPOT : •スポット測光 
• AVER ■平均測光 


f 3 .日1巧 

[M1W 



シャッターボタンを巧すと、グリップ LCD ffl 
とファインダー LCD の撮影済み露光回数がご 
1ずつ増えます。 

設定した回数の撮影が終わると、フィルムが 
給送され、撮影済み露光回数が"日"に戻り 
ます。 

* 設定した回数の撮影び終わる前に DRIVE ボタンを 
押すと、フィルムび給送され、撮影済み露光回数び 
□ に戻ります。 

* Nd limit :無制限の場合、 DRIVE ボタンを押すと、 
フイルムび給送されます。 


参を重露光の解除 

ON OFF ( PROFILE / ESC ) ボタンを 1 回押す 
と、多重露光モードは解除され 、 as : 5 inale 
にセツトされます。 

*] 秒じ(上押すとメイン電源び OFF しますので、ご 
ま意ください。 
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内蔵フラッシュにぶる撮影 


曰陰でのスナップ撮影やキャッチライト効果など、曰中シンク□に有効です。 

♦照射角：已日 mm レンズをカバー 

* HC 已日-]]日 mm ズームレンズはレンズび長いため画面びケラレます。 


J ^フラッシュをポップアップ 



フラッシュスイッチをスライドし、内蔵フ 
ラッシュ発光部をポップアップします。 

♦フラッシュ撮影時の露光調節は、設定し 
た絞り値に対する被写体の反射光量で発 
光光量を調節する TTUThrou 呂 h the 
lens ) 自動調光ち式です。 


2,巧電完了後、撮影 



ファインダー LCD の" V ’が点滅し、充電が 
完了すると" V’ が点灯します。 

"も"の点好を確認してか S 撮影してくださ 
い。 


* レンズを通して入った被写体の反射光量は、画面の中 
央部の光量をボディ内のフラッシュセンサーで測定 
しています。 

* フラッシュびポップアップしているとさは、強制発 
光となります。 

* レンズによってはフラッシュ光びケラレる恐れびあ 
りますのでごま意ください。詳しくはレンズの使用 
説明書をご参照ください。 


* "ち" 点滅中はフラッシュ充電中です。このとさシャ 
ッターボタンを押してちシャッターは切れません。 

* カスタム設定の日 . Flash ready exposure lock (- ► 

72 ページ）で、" ち" 点滅中でをシャッターび切れ 
るように設定できます。このとき、フラッシュの露 
光不足となることびありますので、ごミち意ください。 


フラッシュ撮影時のシャッタースピード 

参 Pv/Praor 日 m VARIABLE :プ□グラムバリ 
アブル AE モード、 P/Pragram :プ□グラ 
ム AE モード時 

内蔵フラッシュをポップアップさせたと 
き：低速シャッタースピードは1/目0秒 
より遅くなりません。 

* ] /60秒じ(上のシャッタースピードで撮影できる 
場合は、 Pv 、 P モードの測光値で撮景ミされます。 

参 5/5 hutter pr . :シャッター速度優先 AE モ 
—ド、 A/Aperture pr . :絞り優先 AE モー 
ド、 IM/Manual :マニュアル露出モード時 
シャッタースピードは被写体輝度に応じて変 
わり、低速シャッタースピードも可能です。 

* 手ブレ、被写体ブレにはごま意ください。 


調光節囲 

最大発光時のガイドナンパー (GNo.) 二12 (ISO 100) 

* ガイドナンバーは、フィルム感度び2倍になると 
].4倍、4倍になると2倍になります。 


フィルム感度（に〇) 

ガイドナンパ'- ( GNo .) 

50 

8.5 

100 

12 

160 

15 

200 

17 

400 

24 

800 

34 


フラッシュ到達距離は、ガイドナンパ'-を絞 

り異记; S 請"°ガイドナンバ- 


GNo. 12 
F2.8 


絞り値 （ F 働 


: 4.3m 


フラッシュ到達距離は計算上の値です。ネガフイ 
ルムはラチチュードび広いため、上表より遠い距 
離までフラッシュ光び届きます。 
































か付けフラッシュによる撮影 


* フラッシュの使用方法はフラッシュの使用説明書に従つてください。 


別売の SCA39 日2フラッシュアダプターにより、メッツ SCA3 日日2タイプフラッシュに対応し、 TTL 自動調光およびカメラのフラッシュ機能び使用 
でさます。 


クリップオンタイプをホットシューに取り付ける 



〇ホッ トシューカバーを 外します。 

©外付けフラッシュをホットシューに取り 
付けます。 



* 別売の SCA 3902フラッシュアダプターをボディ 
に取り付け/取り外すとさは、フラッシュアダプタ 
一の固定ノブを完全に上まで回し切ってから行って 
ください。固定ノブびねじの途中までしか回ってい 
ないと、固定用ピンび引っ掛かり、スムーズに動き 
ません。 


シンク□コードタイプのフラッシュを 
使用の場合 



〇シンク□ソケットカバーを開け、 
©フラッシュコードをシンク□ソケットに 
取り付けます。 


応 

用 

編 


•別売の SCA 3902フラッシュアダプターを使用しない場合、 Pv 、 P 、 5 モードでは絞り値び設定でさませ 
ん。 A 、 M モードに設定してください。 

•ホットシューカバーは接点の';ちれ防止などのために取り付けられています。外付けフラッシュを使用しな 
いとさはホットシューカバーを取り付けてください。接点びミちれたりすると、別売の SCA 3902フラッシ 
ュアダプターび正常に動作しなくなることびあります。 

•信号ピン付さの他社カメラ専用のフラッシュを取り付けると、フラッシュび外せなくなったり、カメラの 
故障の原因となる場合びありますので、使用しないでください。 

•市販の極性の異なるホットシュータイプのフラッシュは使用できない場合びあります。 


•シンク□ソケットに外付けフラッシュを取り付 
けて撮影する場合、 Pv 、 P 、 5 モードでは絞り 
値び設定でさません。 A 、 M モードに設定して 
<ださい。 

• 内蔵フラッシュと外付けフラッシュを併用しな 
いでください。正常にフラッシュび動作しない 
場合びあります。 





































































Flash 


フラッシュ応用機能 


•フラッシュ応用機能設定の基本 





S-IOEv 曲 

因 Normal 


OFLASH ボタンを巧します。 

フラッシュ応用機能設定中、ファインダー LCD に 
"已 Esa " と表示されます。 

©フラッシュ 調光補正をする場合は、 フ〇 
ントダイヤルで補正量を設定します。 
©リアダイヤルを回し、シンク□タイミン 
グ （Norma し Rear )、 フラッシュメータ 
一機能を選択します。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 
登録した露出モードがグリップ LCD に表示されま 
す。 

* シャッターボタン半押しでを登録できます。 

<登録後の表示> 

^ 民 H 田 S I 口 S I 

f 日-日1巧 

EV:12.0 IS0 100 

[PlW [ ム ] 


•フラッシュ応用機能一覧 


操作部位 

グリップ 
LCD 表示 

フアインタ'— 
LCD 表示 

モード名 

内容 

フ□ント 
ダイヤル 

フラッシュ 
調光補正値 

例） 

因 - D .3 EV 

フラッシュ調光補正 

内蔵フラッシュおよび SCA 3002 対応の 
外付けフラッシュ使用時には、自動調光 
レベルを補正でさます。フラッシュ調光 
補正は、 1/3 (0.3) EV 刻みで、 ±3EV ま 
でです。 

リアダイヤル 

Narm 曰 1 
sync 

Norm 曰 1 

シンク□タイミング： 
ノーマル シンク □ 

シャッターび開くと同時にフラッシュび 
発光します。光び照らされた後、自然光 
で被写体び流れるように撮影でさます。 

Rear sync 

Rear 

シンク□タイミング： 

U アシンク □ 

シャッターび閉じる前にフラッシュび発 
光します。ス□ーシャッターで動さのあ 
る被写体の撮影に有効です。 

Flash 

Measure 

Measure 

フラッシュ メーター 
機能 

外付けフラッシュ使用時には、フラッシュ 
光を測光するフラッシュメーターとして使 
用でさます。 



ノーマル シンク □ 


U アシンク □ 
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フラッシュ調光補正 


シンク□タイ S ングの設定 



OFLASH ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、フラッシュ調 
光補正量を選択します。 

腐=フラッシュ調光補正設定中、ファインダー LCD に 
"已 Esa" と選択したフラッシュ調光補正量が表示 
されます。 

©DRIVE (Save) ボタンを押し、登録します。 
登録した設定内容がグリップ LCD に表示されます。 


Normal sync : ノーマルシンク □ 



Rear sync :リアシンク □ 



OFLASH ボタンを押します。 

© リアダイヤルを回し、 "Normal sync" を 
選択します。 

陪>シンク□タイミング設定中、ファインダー LCD に 
"已 Esa" と選択内容が表示されます。 

©DRIVE (Save) ボタンを押し、登録します。 
登録した設定内容がグリップ LCD に表示されます。 


OFLASH ボタンを押します。 

©リアダイヤルを回し、 "Rear syn ["を選 
択します。 

シンク□タイミング設定中、ファインダー LCD に 
"已 Esa" と選択内容が表示されます。 

©DRIVE (Save) ボタンを押し、登録します。 
登録した設定内容がグリップ LCD に表示されます。 


応 

用 

編 


* シャッターボタン半押しでを登録できます。 * シャッターボタン半押しでを登録できます。 * シャッターボタン半巧しでち登録できます。 


<登録後の表示> 


田ん。岡)恥に SI 

(1 ん… |n s 1 

【II ん earII 田 S 1 口 S 1 

f 日. 6125 

r 11 A tm •inn 


f 日. 6125 

r 11 A tm •inn 


f 日. 6125 

r 11 A tm •inn 

EV:12.D IS0100 

[PlW [ム] 


EV:12.D IS0100 

[PlW [ム] 


EV:12.D IS0100 

[PlW [ム] 
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Flash 


フラッシュ応用機能 


フラッシュメーター機能 


J, フラッシュを取り付ける卜49ぺージ) 



外付けフラッシュをボディに取り付けます。 


2 


Flash IVI 的 sure : 

♦ フラッシュメーター機能を設定 


3, AE - L ボタンを巧す 



〇 FLASH ボタンを巧します。 

©リアダイヤルを回し 、 "Flash Measure " 

を選択します。 

腐つアインタ'— LCD に " Me 日 sure " と表示されます。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押し、登録します。 

除グリップ LCD は下のような表示になります。 



AE - L ボタンを巧します。 

フラッシュが発光して測光し、測定結果びグリッ 
プ LCD に表示されます。 


* シャッターボタン半押しでち登録でさます。 


* 内蔵フラッシュ、 SCA 3902フラッシュアダプタ 
一を使用して才ート （ TTL ) に設定した場合、フフ 
ッシュメーター機能は使えません。 

* カスタム設定の 3 .User button function で USER 

ボタンに登録でさます（一74ページ)。 


<登録後の表示> 



f5.6 1 
[HIM S 

己已 

巧 s 

-L to 
afure 
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測光するために AE - L ボタンを巧してください。 




























































A , 適正発光量になるように絞りを調整 



適正発光量との誤差がグリップ LCD に表示 
されます。 

フ□ントダイヤルを回して（絞り値の変更)、 
適正発光量との誤差が0になるよラにする 
と、適正発光量で撮影でさます。 


参フラッシュメーター 機能の解除 

ON - OFF ( PROFILE / ESC ) ボタンを1回巧す 
と、フラッシュメーター機能は解除されます。 

*] 砂じ(上巧すとメイン電源び OFF しますので、ご 
を意ください。 


応用編 
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AE □ツク 


露出を決めた後で構図をミ夫めて撮影するとさに使用します。 

J . 野賊合-りムせ藉雜 




露出を合わせたい被写体に AF フレームを合 
わせます。 


AE - L ボタンを巧します。 

除グリップ LCD 、 ファインダー LCD に"田"が表示さ 
れ、露出が固定されます。 


* AE □ック時、フ□ントダイヤルを回すと、□ック 
された EV 値でプ□グラムシフトでさます。 

* AE □ックをやり直すとさは、 AE - L ボタンを押して 
LCD 表示の"田"を一度消去し、再度 AE - L ボタンを 
押して < ださい。 


义撮影 



撮影する被写体にピントを合わせ、構図を 
決めて撮影します。 


* AE □ックはシャッターび切れると解除されます。 
ただし、カスタム設定の 19. AE - lD [ k / 口山 [k adjust 

(一74ページ）で継続保持に変更でさます。 
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因露出補正 



因ボタンを押します。 

除グリップ LCD とファインター LCD に "因" が表示さ 
れます。 



〇フ□ントダイヤルを回し、露出補正量を 
選択します。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを巧し、登録します。 

除グリップ LCD とファインダー LCD に"目"が表示さ 
れます。 



構図を決めて撮影します。 


* シャッターボタン半押しでを登録できます。 


* Pv 、 P 、 5、 A モード時、グリップ LCD 、 つマインター 
LCD の露出表示は、実際に撮影するとさの値び表示さ 
れます。 

ファインダー LCD の露出スケールには、露出補正値び 
表示されます。 

モード時、グ U ップ LCD 、 ファインダー LCD の露出 
表示は、設定した値び表示されます。 

ファインダー LCD の露出スケールには、適正露出に巧 
してどのぐらい+、一なのかび表示されます。 

* 露出補正しているときに AE □ックト已4ぺージ)すると、 
ファインダー LCD の"目"は表示されず" H " び表示されま 
す。 AE □ックび解除されると"目"び表示されます。 
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参設定した露出補正量は撮影後を保持されます。 
♦因ボタンを巧して露出補正を設定しているとさ 
に、露出モードび Pv 、 P 、 5 、 A モードで U アダ 
イヤルを回して露出補正すると （一 37ページ)、 
因ボタンを巧して設定した露出に対して補正び 
かかります。 


♦露出補正の解除 



〇因 ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回して、露出補正量を 
"日. DEV " にします。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押し、登録します。 


撮影時の露出を意図的に変えるときに使用します。露出補正量は、一已 EV から+己 EV まで、]/3(日. 3)EV 刻みで設定できます。 

J ,因ボタンを巧す ス,露出補正量を設定 3,撮影 


応用編 
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5 ラーアップ 


撮影前にミラーを上げておき、シャッターボタン 
を巧したときにシャッターだけを作動させます。 
シャッターボタンを巧したときにミラー駆動び 
ないため、カメラの駆動ショックを最低限に抑 
えられます。長時間露光、ス□ーシャッターで 
の撮影、カメラブレしやすい長焦点レンズを使 
用する場合に有効です。 



M . UP ボタンを巧します。 

ミラーが上びります。 

b ^ M . UP ボタンを巧したときに、 フオー カス、露出 
ち□ックされます。 


* もう一度 M . UP ボタンを押すと、ミラーは下びります。 


* レンズを取り外すとさは、ミラーを下げてください。 
ミラーを上げたままレンズを取り外すと、光カブ U 
することびあります。 

* カスタム設定の 3 .User button functmn で USER 

ボタンに登録できます（一7己ページ)。 


プレビユー(絞り込み) 


レンズは常に開放絞りの状態になっています。 
被写界深度の確認、ボケ具合の確認に使用します。 



STOP / DOVVN ボタンを巧します。 

松 STOP / DOWN ボタンを巧している間、設定され 
た絞り値に絞り込みます。 

除 STOP / DOWN ボタンを巧している間、 AE □ック 
が掛かります。 


* カスタム設定の 3 .User butt 肌 fumitmn で USER 

ボタンに登録でさます（一74ページ)。 
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リモートレリーズ ミラーアツつボタンを使用したセルフタイマー撮影 



〇リモートレリーズのコードの先端をボデ 
ィのリモートレリーズソケットに差し込 
みます。 

©構図を決めて、リモートレリーズボタン 
を押します。 

リモートレリーズボタンを半押しすると、 
AF が作動します。さ S に強く巧すと、シ 
ヤツターが 切れます。 



0 M . UP /0 ボタンを素早く 2 度押すと、セ 
ルフタイマーモードにセツトされます。 



©シャッターボタンを巧して、セルフタイ 
マーを作動させます。 

シャッター作動後、ミラーアップ状態を保持し、 
セルフタイマーモードは解除されます。 M . UP/O 
ボタンを巧して、通常撮影状態に戻してください。 
リモートレリーズのスイッチ半押しで、 AF および 
フ ォーカ スエイドが作動します。さらに強く巧す 
と、シャッターが切れます。 


応用編 
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MENU 編 


MENU モードについて 


I ， メニューを選択 



Menu mode 


OMENU ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、選択/設定し 
たい項目を選択します。 

除 MENU モード選択/設定中、グリップ LCD とファ 
インター LCD に Menu mode" が表示されます。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧し、詳細設定 
に入ります。 


2 . 設定項目を選択 



〇フ□ントダイヤル、リアダイヤルで設定/ 
選択します。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押し、登録します。 


3, AF ボタンを巧して、モード ON 



OAF (日 n ) ボタンを押して、モードを日 N に 
します。 

腐=モードが日 N になると、©のようになります。 

* MENU 内の撮影モードを設定すると、ファインダー 
LCD 、 グリップ LCD にフィルムカウンターは表示 
されません。 

* MENU 内の撮影モードを組み合わせて使用するこ 
とはでさません。 


設定登録時の操作ボタンについて 

参 FLASH (Exit) ボタン： 

表示内容を登録せず、前画面に戻る。 

•DRIVE (Save) ボタン： 

表示内容を登録して、前画面に戻る。 

♦シャッターボタン半巧し： 

表示内容を登録して、撮影モード画面に戻る。 

参 ON • OFF (PROFILE/ESC) ボタン： 

表示内容を登録せず、撮影モード画面に戻る。 
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• MENU モードー覧 


モード 

フ□ントダイヤルで選択 

リアダイヤルで選択 i 

内容 

1.0 Self Timer : 

セルフタイマー撮影 
(一6日ぺージ） 

國セルフタイマー作動時間 

2 s 〜60 s 

2秒〜60秒から選択 

國三ラーアップタイ三ング 

DELAY/MIRROR UP 

セルフタイマー作動後、三ラーアップ^撮影 
* 通常のセルフタイマー撮影時に使用します。 

MIRROR UP/DELAY 

三ラーアップしてからセルフタイマーび作動^撮影 

* セルフタイマー作動時間を2砂〜3砂に設定したとさにこのモードを選択すると、ス□一 
シャッターでちカメラブレを防ぐことびでさます。 

国撮影後の三ラーの位置 

MIRROR GOES DOWN 

セルフタイマー撮影後、三ラーは下びる 

MIRROR REMAINS UP 

セルフタイマー撮影後もミラーは上びったまま 

2.可 Bracketina : 

AEBmm 

(一62ぺージ） 

園撮影コマ数 

2 frames , 3 frames , 

己 frames 

2コマ、3コマ、曰コマから選択 

國撮影順 

の□国 

標準^オーバー-^アンダーの順に撮影 

の 

標準ーアンダー-^オーノ く一の順に撮影 

□囚国 

オーバー-^標準^アンダーの順に撮影 

国の □ 

アンダー-^標準^オーノ（一の順に撮影 

图 補正量 

1/3 EV 

1/3 (0.3) EV ステップで撮影 

1/2 EV 

1/2 (0.5) EV ステップで撮影 

1 EV 

1 EV ステップで撮影 

3 .麵 Interval :インターバル 
タイマー撮影(一65ぺージ） 

園撮影コマ数 

2—32 frames 

2コマ〜32コマから選択 

國撮影間隔 

1 s 〜 24 h 

1秒〜24時間の間で選択 

4.果 Settings :設定 

(一67ぺージ） 

4.1 Custum options 

カメラの各種設定び行えます （一 71ページ)。 

4.2 Imprint 

写真に写し込むテキストの設定、写し込む内容び設定でさます（68、目9ページ)。 

4.3 Date & time 

フ□ントダイヤルで設定項目の移動、 U アダイヤルで数値の修正を行います （一 67ページ)。 

4.4 Info 

カメラの情報、ソフトウエアのバージヨンなどび確認でさます （一 76ページ)。 
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0 セルフタイ 7 —撮影 


1 , Self Timer を選択 



OMENU ボタンを押します。 

©フ□ントダイヤルを回し、"おげ Timer " 
を表示させます。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧し、詳細設定 
に入ります。 


2 . セルフタイマー時間を選択 



〇國を選択します。 

©リアダイヤルを回し、セルフタイマー時 
間を選択します。 

除2砂〜60砂から選択できます。 


3,セルフタイマーの設定を登録 


OAF (日 n ) ボタンを押して、モードを日 N に 
します。 

松グリップ LCD に "おげ Timer 日 n (セルフタイマー 
をセッ 卜)"が表示されます。 

©シャッターボタンを半押しすると、"の" 
とセルフタイマー時間など設定が表示さ 
れます。 


* DRIVE ( Save ) ボタンを押しても登録できます。こ 
の場合、続けて他の設定びでさます。 

* 登録をキャンセルする場合は 、 FLASH ( Exit ) ボタ 
ンを押して < ださい。 


* カスタム設定の 3 .User button fumitmn で USER 

ボタンに登録でさます（一 74 ページ)。 


<登録後の表示> 


の 

5 Sec 

f 日•日 

1 己己 

Press 

町 [•] 

shutter 

relfjase 
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シャツターボタンを押して < ださい。 





























































































ん シャッターボタンを巧す 



構図を決めて、シャッターボタンを巧します。 


5,セルフタイマー開始 



セルフタイマーランプが点滅し、残り2秒に 
なると早い点滅に変わってか S シャッター 
が切れます。 

陪'セルフタイマー作動中は、グリップ LCD 、 ファイ 
ンダー LCD の"の"の秒針部分が回転し、セルフタ 
イマー設定時間表示がカウントダウンします。 
カスタム設定の 1日 . Beeper (操作音）の設定が日 N 
になっていると、作動音ち鳴ります。 

* カスタム設定のに. Beeper (一73ぺージ）で、セル 
フタイマーの作動音を鳴らさないよラにを設定でさ 
ます。 


ミラーアップタイミング 



左の2•で固を選択すると、ミラーアップの夕 
イミングを設定でさます。 

•□ ELAY/IVIIRRDR UP :セルフタイマー作動 
後、ミラーアップー撮影 
* 通常のセルフタイマー撮影時に使用します。 
•MIRROR UP/DELAY :ミラーアップしてか 
らセルフタィマーが作動^撮影 
*ス□ーシャッター時のカメラブレを防ぐことびで 
さます。 


ミラーが態の維持 



左の2•で国を選択すると、撮影後のミラーの 
位置を選択でさます。 

•MIRROR GDE 5 □□WN : 

セルフタイマー撮影後、ミラーは下がり、 
ファインダーで見える状態となります。 
•MIRROR REMAINS UP : 

セルフタイマー撮影後ちミラーは上がった 
ままで、ファインダーは暗くなった状態を 
維持します。 


* セルフタイマーモードは、シャッターび切れた後、 
解除されます。をラー度セルフタイマー撮影すると 
きは、セルフタイマーの設定を日 N にしてください。 

* カスタム設定の旧. Interv 日 I &お If timer (- *>74 ぺ一 
ジ)で、撮影後をモードを保持するよラに設定でさま 
す。撮影後のモード保持を設定し、セルフタイマーモ 
-ドを解除したいときは、 ON - OFF ( PROFILE / ESC ) 
ボタンを1回押して < ださい。 


MENU 編 


が 




























































































可 AEB 撮影 


1, Bracketing を選択 



OMENU ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、 " Bracketing " 
を表示させます。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧し、詳細設定 
に入ります。 


2 . 撮影コマ数を選択 



〇國を選択します。 

©リアダイヤルを回し、撮影コマ数を選択 
します。 

腐 *2 コマ、3コマ、已コマから選択でさます。 


* カスタム設定の 3 .User button fun [ tmn で USER 

ボタンに登録でさます （一74 ページ)。 


3,撮影順を選択 



〇固を選択します。 

© リアダイヤルを回し、撮影順を選択します。 
cs ^ AEB 撮影での撮影枚数の露光順はち表のとおりで 
す。 
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ん 補正量を選択 


Y 

^^ 

1 — 



fTTf |1 — I れ IJ J 

個!風 

^ 1/3 EV 



〇國を選択します。 

© リアダイヤルを回し、補正量を選択します。 

除1/3、1/2、1ステップから選択できます。 


> AEB モードでの撮影コマ数と撮影順の例 


*1/3 (0.3) EV を選択したとき 


* 露出補正と AEB の両方を設定すると、露出補正し 
た露出に対して AEB 撮影を行います。 

* U アダイヤルで露出補正を行った場合でを (-37 
ページ)、シャツターび切れた後を露出補正モード、 
AE 巨撮影モードは解除されません。 


モード表示 

撮影順 

2 frames (2 コマ） 

3 frames (3 コマ） 

已 frames (已コマ） 


] コマ目 

NORMAL (適正露出） 

NORMAL (適正露出） 

NORMAL (適正露出） 

2 コマ目 

+ 1/3EV けーパー) 

+ 1/3EV け—パ—） 

+ T/3EV (才ーパー) 

3 コマ目 

- 

-1/3EV (アンダ—） 

-1/3EV (アンダー) 

4 コマ目 

- 

- 

+ 2/3EV けーバ ー ) 

已コマ目 

- 

- 

-2/3EV (アンダー) 

+囚■口 

1 コマ目 

NORMAL (滴 TF 露出） 

NORMAL (適正露出） 

NORMAL (適正露出） 

2 コマ目 

-1/3EV (アンダー) 

-1/3EV (アンダ—） 

-1/3EV (アンダ—） 

3 コマ目 

- 

+ 1/3EV けーパー) 

+ 1/3EV けーバ ー ) 

4 コマ目 

- 

- 

-2/3EV (アンダー) 

己コマ目 

- 

- 

+ 2/3EV けーバ ー ) 

_□の 国 

1 コマ目 

+ 1/3EV けーパ'-) 

+ 1/3EV けーパー) 

+ 2/3EV けーバ ー ) 

2 コマ目 

NORMAL (適正露出） 

NORMAL (適正露出） 

+ T/3EV (才ーパー) 

3 コマ目 

- 

-1/3EV (アンダ—） 

NORMAL (適正露出） 

4 コマ目 

- 

- 

-1/3EV (アンダ—） 

已コマ目 

- 

- 

-2/3EV (アンダー) 

+国の □ 

] コマ目 

-1/3EV (アンダ—） 

-1/3EV (アンダ—） 

-2/3EV (アンダー) 

2 コマ目 

NORMAL (適正露出） 

NORMAL (適正露出） 

-1/3EV (アンダ—） 

3 コマ目 

- 

+ 1/3EV け—パ—） 

NORMAL (適正露出） 

4 コマ目 

- 

- 

+ T/3EV (才ーパー) 

已コマ目 

- 

- 

+ 2/3EV (才ーパー) 
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可 AEB 撮影 


5,設定を登録 



OAF (日 n ) ボタンを巧して、モードを日 N に 
します。 

除グリップ LCD に "Bracketing □□ ( AE 目撮影をセッ 
卜)"が表示されます。 

©シャッターボタンを半押しすると、グリ 
ップ LCD とフアインダ ー LCD に AEB 撮影 
の設定内容が表示されます。 


* DRIVE (5 日 ve ) ボタンを押しても登録できます。こ 
の場合、続けて他の設定びでさます。 

* 登録をキャンセルする場をは 、 FLASH ( Exit ) ボタ 
ンを押して < ださい。 


<設定後の表示> 


P ッ壯 ..... K .6 口 5 aeb ：3 

_ ロロ ■ Frames ] 


f 日.日1己日 

fldjO 

町 [•] 


ろ•撮影 



構図を決めて、シャッターボタンを押します。 


フイルム給送モードが □5/5 mgle : 
1コマ給送モードのとさ 


シャッターを巧すごとに露出が変わり、シャッター 
が切れるごとにフイルムを次のコマに送ります。 
撮影コマ数表示が1コマごとに減っていきます。設定 
した撮影コマ数を撮影し終わると、再び;欠の AEB 撮影 
に入ります。 


フィルム給送モードが岛 C/Cuntmuiius : 
連続給送モードのとさ 


シャッターを押し続けると、設定した撮影コマ数 
分連続撮影し、フイルムを送ります。途中でシャ 
ッターボタンを離した場合、もう一度シャッター 
ボタンを押すと続さから撮影され、設定した撮影 
コマ数の撮影が終わると、フイルムの給送が止ま 
ります。 


*1 コマ目を撮影するとさに AE □ックび掛かり、フ 
アインダー LCD とグ U ップ LCD に"田"び表示され 
ます（撮影途中で解除でさません)。 LCD の絞り値、 
シャッタースピード、露出スケール表示には、撮影 
するコマの露出び表示されます。 

* 露出モードび Pv 、 P 、 A 、 M モード時はシャツター 
スピー ドを変えて AEB 撮影します。 5モード時は絞 
り値を変えて AEB 撮影します。 


フイルム残数び設定した撮影コマ数より少なくて 
を AEB 撮影び行われます。フィルム残数を確認し 
てからご使用ください。 


♦AEB 撮影モードの解除 

AEB 撮影モードは撮影が終わった後ち解除さ 
れません 。 ON OFF ( PROFILE / ESC ) ボタ 

ンを 1 回押すと、 AEB モードは解除されます。 

*] 砂じ(上巧すとメイン電源び OFF しますので、ご 
ま意ください。 

AEB モードは次の方法でち解除でさます。 
OMENU ボタンーフ□ントダイヤルで 

" Br 日 [ keting " を選択、 DRIVE ボタンを押 
して、 AEB 撮影モード設定画面に入る。 
© AF ( Dff ) ボタンを押し、 Bracketing Off 

にする。 

©シャッターボタンを半押しするか、 DRIVE 
(5 日 ve ) ボタンを巧して、登録する。 

































































端インターバルタイマー撮影 


1 , Interval を選択 



OMENU ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルを回し、 " Interval " を 
表示させます。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧し、詳細設定 
に入ります。 


2 . 撮影コマ数を選択 



〇園を選択します。 

©リアダイヤルを回し、撮影コマ数を選択 
します。 

陪>2コマ〜32コマから選択できます。 


3,撮影間隔を選択 



〇國を選択します。 

©リアダイヤルを回し、撮影間隔を選択しま 
す。 

砂〜24時間の間で選択でさます。 


* カスタム設定の 3 .User button fumitmn で USER 

ボタンに登録でさます （一74 ページ)。 
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麵インターバルタイマー撮影 


ん インターバルタイマーの設定を登録 



OAF (日 n ) ボタンを巧して、モードを日 N に 
します。 

除グリップ LCD に "Interval On (インターバルタイ 
マーをセット)"が表示されます。 

©シャッターボタンを半巧しすると、グリ 
ップ LCD に設定内容が表示されます。 


5•撮影 



構図を決めて、シャッターボタンを巧します。 
腐1 最影ごとに Shot :残りの撮影〕マ数が減り、撮影 
間隔がカウントダウンします。 


* インターノくルタイマーモードは、撮影び終わった後、 
解除されます。もう一度インターバルタイマーモー 
ド撮影するとさは、インターバルタイマーモードの 
設定を日 N にしてください 

* カスタム設定の旧. Interv 日 I & Self timer (- **74 ぺ 

ージ）で、撮影後ちモードを保持するよラに設定で 
さます。撮影後のモード保持を設定し、インターバ 
ルタイマーモードを解除したいとさは、 ON-OFF 
( PROFILE / ESC ) ボタンを1回押してください。 


* DRIVE (5 日 ve ) ボタンを押しても登録できます。こ 
の場合、続けて他の設定びでさます。 

* 登録をキャンセルする場をは 、 FLASH ( Exit ) ボタ 
ンを押して < ださい。 

<設定後の表示> 



f 日.日1己日 

Time:Om 5 S 

町 [•] 


66 






















































斌曰付 • 時巧の設定 


,, Date & time を選択 



OMENU ボタンを巧します。 

© フ□ントダイヤルと DRIVE ( Enter ) ボタ 
ンを操作して、 5 g は ings -^ Date & time を 

選択します。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを押して、詳細設 
定に入ります。 


2 . 数値の修正 



リアダイヤルを回し、"委"のある項目の数 
値を修正します。 


3,修正項目の変更 



〇フ□ントダイヤルを回し、修正したい項 
目に "こ" を移動します。 

©修正が終わったら 、 DRIVE ( Save ) ボタ 
ンを押して登録します。 


* AF ボタンを押すと、 24 h : 24 時間表示、 12 h : * シャッターボタン半巧しでを登録できます。 

12 時間表示を切り替えられます。 * 登録をキャンセルする場合は 、 FLASH ( Exit ) ボタ 

ンを押して < ださい。 
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かデータの写し込み〜テキスト入力〜 


1 • Imprint を選択 



OMENU ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルと DRIVE ( Enter ) ボタ 
ンを操作して、 

SGttings - Hmprint -^ TexI : を選択します。 
©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧して、詳細設 
定に入ります。 

除" Text " が表示されます。 



テキスト入力画面が表示されます。 

フ□ントダイヤル、またはリアダイヤルを 
回して文字を選択します。 


3,テキストを入力し、登録 



OAF (お I .) ボタンを巧して確定し、次の文 
字の選択に移ります。 

©すべての入力が終わった 5、 DRIVE ( Save ) 
ボタンを押して、登録します。 

最大37文字まで入力巧能です。 

♦確定した文字を変更したい場をは、 

〇"^’または"一"を選択し、 AF (5 gI .) ボタン 
を巧して、変更したい文字まで確定部の力 
ーソルを移動 

©新しく入力したい文字を選択し、 AF (おし） 
ボタンを押して確定 

*"X" を選択し、 AF (5 el .) ボタンを押すと、文字を 
消去でさます。 

* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 

* 登録をキャンセルする場合は、 FLASH ( Exit ) ボタ 
ンを押して < ださい。 
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かデータの写し込み 


フィルムの画面外に撮影データなどを写し込むことびでさます。 

•Imprint Type :データ写し込み内容一覧 

* 印字でさる文字数はトータル37文字までです。写し込む文字数び37文字を超える場合、データの一部び印字 
されないことびあります。 


写し込み内容の選択 



OMENU ボタンを巧します。 

©フ□ントダイヤルと DRIVE (Enter) ボタ 
ンを操作して、 

Settinqs -^ lmprint-^lmprint Type を選 

択します。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧して、詳細設 
定に入ります。 

フ□ントダイヤルを回して、データ写し込み内容 
を選択してください。 


* シャッターボタン半押しでを登録でさます。 

* 登録をキャンセルする場合は、 FLASH (Exit) ボタ 
ンを押して < ださい。 


参フ□ントダイヤルで選択 

内容 

Imp.typ 巨 1 

ENHANCED EXPOSURE 
lIMFDRIVIATIDIM 

絞り値、シャッタースピード、測光モード、露出モード、露出補正値、フラッ 
シュ発光の有無※1、フラッシュ調光補正値※1、フオーカスモード、フレーム 
No 、 焦点距離 

Imp.type 2 

BASIC EXPOSURE 
INFDRIVIATIDIM 

絞り値、シャッタースピード、露出補正値 

□ate & time 

曰付、時間 

Text & date 

テキスト （32 文字写し込み可)、曰付 

Text & info 

テキスト、情報（絞り値、シャッタースピード、露出補正値） 

Text 

テキスト （37 文字写し込み可） 

《]: フラッシュ発光の有無、 ； 

およびフラッシュ調光補正値の写し込みは、内蔵フラッシュまたは SCA 3902フ 


ラッシュ アダプター使用時のみ対応します。 


データの写し込みの ON / OFF はフイルムマガジンで設定 



2 目ページの「フイルムマガジンの機能設定」で 
データ写し込みをする/しないを設定します。 

参データを写し込みたいとさ： 

機能設定時に " EH 凸"を表示し、登録します。 
参データを写し込みたくないとさ： 

" EH 凸"が消えた状態で登録します。 
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? 機能ロック 


ボタンやダイヤルを不用意に触っても機能しな 
いように□ックび掛けられます。 



FLASH (?) ボタンを約1秒間巧すと、機能 
□ツクが掛かります。 

咳=グリツプ LCD に"い"が表示されます。 
c ^ AE ファインダーのボタン、グ U ツプのボタン、ダ 
イヤルを動かしてち機能しません。 


*1 □ックする内容は、カスタム設定の14.11 ontrol 
lack (一73ページ）で変更できます。 
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機能 □ ック時に FLASH (?) ボタンを約1秒 
間押すと、機能□ックが解除されます。 

除グリップ LCD の " CW " 表示が消えます。 



























国カスタム設定 


自分の使いやすいように設定を変更できます。 


1 , Custom aptmiiB を選択 



©フ□ントダイヤルと DRIVE ( Enter ) ボタ 
ンを操作して、 

Bettinqs-^Custam aptians を選択しま 

す。 

©DRIVE ( Enter ) ボタンを巧して、詳細設 
定に入ります。 


2 . 設定を変更 



〇フ□ントダイヤルを回して、設定を変更 
したい設定項目を表示します。 

© リアダイヤルを回して、設定を変更します。 


ん設定を登録 



DRIVE ( Save ) ボタンを押して、登録します。 


設定登録時の操作ボタンについて 

参 FLASH ( Exit ) ボタン： 

表示内容を登録せず、前画面に戻る。 

•DRIVE ( Save ) ボタン： 

表示内容を登録して、前画面に戻る。 

•シャッターボタン半巧し： 

表示内容を登録して、撮影モード画面に戻る。 

参 ON • OFF ( PROFILE / ESC ) ボタン： 

表示内容を登録せず、撮影モード画面に戻る。 
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圍カスタム設定 


参 MENU モードー覧 * 太字は工場出荷時の設定です。 


〇フ□ントダイヤルで 選択 

© リアダイヤルで 選択 

内容 

1 

standby 
iim 巨 out 


None 

無操作び続いてち電源は切れません。 

節電モードまでの時間 

5, 10. 15. 30, 60s 

設定した時間、無操作だと、自動的に節電モードになり、グ U ップ表示部に" GX" び 
表 7J\ されます。 

ピ EV increment 

EV 変更量 

1 . 1 /2, 1 /3 Step 

絞り値、シャッタースピード変更量を設定します。 

3 

User button function 

USER ボタンの設定 

巨 racketing 

Self timer 

Multi exposure 
Interval timer 

Flash measure 

Stop down 

Standby 

Non 白 

Dig. foe. check 
Delete last im 呂 

Cycle LM mode 

Gray bal. exp. 

Hist 日呂 ram 

T Mode 

B Mode 

Mirror up 

AF drive 

よく使う機能を USER ボタンに登録し、 USER ボタンを押すと、設定した機能び瞬時に 
呼び出せます。 

ここでは、 USER ボタンを押したときに呼び出される項目を 1 つ選択します。 

* 詳細は USER ボタン内容一覧 （一 74ぺージ）をご参照ください。 

4 

Cantral wheel 

ダイヤルの回転方向 

Clockwise 

フ□ントダイヤル、 U アダイヤルの回転方向；時計回り 

direction 

C.Clockwise 

フ□ントダイヤル、 U アダイヤルの回転方向；反時計回り 

5 Flash r 巨己 dy 

フラッシュ充電中の 

Yes 

フラッシュ充電中はシャッターび切れません。 

exposure lock 

シャッ ター □ック 

No 

フラッシュ充電中でもシャッターは切れます。 

Film exposure lack 

フィルムび装てんされてい 
ないとさのシャッター□ック 

Yes, No 

Yes :フイルムび装てんされていない場合、フイルムカセットび取り付けられていな 
いとさにシャッター□ックび掛かります。 

Lens exposure lock 

レンズび取り付けられてい 
ないとさのシャッター□ック 

Yes, No 

Yes ;レンズび取り付けられていないとさにシャッター□ックび掛かります。 

8 Dut of range 
exposure lock 

露出制御範囲外の 
露出の□ック 

Yes, No 

Yes ;シャッタースピードや絞り値び露出制御範囲外表示）のとき、シャッター 
□ックび掛かります。 

g T 

True exposure 

実効露出制御 

On. Off 

On :レンズシャッターの実効露出を制御します。 
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* 太字は工場出荷時の設定です。 


〇フ□ントダイヤルで選択 

© リアダイヤルで選択 

内容 

1 D 


Normal 

スポット測光エ u アで測光します。 

Spot made 

スポットモードの設定 

Zone 

スポットモード選択時、 AE □ックび掛かった状態になります。測光は続けますび、絞 
り値、シャッタースピードは変わりません。ファインダー内の" Z 5" などの数値び被写 
体の状況により変わります。 

11 

MF :マニュアルフオーカ 
ス時のフオーカスエイド 

Half press 

M 刊寺、シャッターボタン半押しでファインダー LCD 内の合焦マークび点灯し、フォー 
カスエイドとして使用でさます。 

Focus aid in IMF 

Always 

MF 時、シャッターボタンを半押ししなくてを AF フレーム内でピントび合ったとさに 
は合焦マークび点灯し、フォーカスエイドとして使用でさます。 



Off 

M 刊寺、ファインダー LCD の合焦マークは点灯しません。 



Camera 

カメラボディの AF 補助光ランプび発光します。 

AF assistant light 

AF 補助光の発光方法 

Ext . flash 

外付けフラッシュの AF 補助光び発光します （SCA30 日2対応フラッシュ）。 



Off 

AF 補助光は発光しません。 

13 Rear wheel 

quick adjust 

リアダイヤルでの 
露出補正 

Yes , No 

Yes:Pv、P、 5、 A モード時、 U アダイアルで露出補正できます。 

14 

機能□ックの内容 
* 機能□ックは FLASH 
ボタンを約]秒間巧し 
続けると掛かります。 

All controls 

AE ファインダーの各種操作ボタン、グ U ップの各種操作ボタン、フ□ントダイヤル、 

U アダイヤルを□ックします。 

Contral lock 

Wheels 

フ□ントダイヤル、 U アダイヤルを□ックします。 


Off 

機能□ックは掛かりません。 

15 

Film wind-on 

フィルムの！コマ目 

Direct 

フィルムカセットをフィルムマガジンに取り付けると、自動的にフィルムび1コマ目にセッ 
卜されます。 

セット方法 

Half press 

フィルムカセットをフィルムマガジンに取り付け、シャッターボタンを半押しすると、 
フィルムび]コマ目にセットされます。 

旧 

Beeper 

操作音 

On 

各ボタンを押すたびに操作音び鳴ります。また、セルフタイマー作動時、機能□ック時 
に音び鳴ります。 



Off 

操作音は鳴りません。 
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圍カスタム設定 


* 太字は工場出荷時の設定です。 


〇フ□ントダイヤルで選択 

© リアダイヤルで選択 

内容 

1/ Show histogram 

ヒストグラムの表示 

Yes , No 

ヒストグラムを表示/非表示を設定します（デジタルバック対応機能)。 

旧 

Interval & 

Self timer 

インターパルタイマー、 
セルフタイマーモード 
時の撮穀後にモードを 
解除/保持 

Exit 

撮影び終わると、モードは解除されます。 

Stay 

撮影後をモードは保持されます。 

旧 AE - lDck / 

Quick adjust 

撮影後の AE □ックと U 
アダイヤルでの露出補 
正解除/保持 

Exp reset 

シャッターを切ると、□ックした露出、露出補正び解除されます。 

Saved 

シャッターを切った後を □ ックした露出、露出補正び保持されます。 

扣 5 haw EV 

EV 値表示 

Yes , No 

Yes :グ U ップ LCD に EV 値を表示します。 

21 5 haw 1 如 

フィルム感度表示 

Yes , No 

Yes :グリップ LCD にフィルム感度を表示します。 


• USER ボタン内容一覧 

*USER ボタンのシヨートカット： MENU ボタンを押した後に USER ボタンを押すと、 USER ボタン設定画面になります。 


設定でさる項目 

USER ボタンにセット 

内容 

Bracketing 

AEB 撮影モードを設定 

Self timer 

セルフタイマーモードを設定 

Multi exposure 

多重露光モードを設定 

Interv 己 1 timer 

インターバルタイマーモードを設定 

Flash measure 

フラッシュメーター機能を設定 

Stop dawn 

絞った状態を維持して絞り込み（被写界深度）を確認でさます。 

* 絞った状態ではシャッターび切れません。ちラー度 USER ボタンを押して、絞り込みを解除してください。 
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設定でさる項目 

USER ボタンにセット 

内容 

Standby 

節電モードを設定 

Nan 巨 

設定なし 

* USER ボタンを押しても何も作動しません。 

□旧. TDC. check 

デジタルバックでのフォーカス確認（デジタルバック対応機能） 

Delete last img 

最後に撮影したコマの消去（デジタルバック対応機能） 

Cycle LIVI made 

USER ボタンを押すたびに測光モードび変更でさます。 

Gray b 己 1 exp . 

グレーバランス露光の設定 

* この機能をヴポートするデジタルバック使用時に作動します。 

Histogram 

ヒストグラムを表示します。 

* この機能をヴポートするデジタルバック使用時に作動します。 

T Mode 

T (タイム）モードをセット 

* シャッターボタンを巧すとシャッターび開き、をう一度シャッターボタンを押すとシャッターび閉じ、フィルムを給送します。 

B Mode 

バルブモードをセット 

* シャッターボタンを巧している間、シャッターび開さます。 

Mirror up 

三ラーアップをセットします。 

AF Drive 

田 a モードでち匹白モードでち、 USER ボタンを押すと AF び働さます。 
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图カメラ情ま民 


] ^ Inf □を呼び出す 



OMENU ボタンを巧します。 

©フロントダイヤルと DRIVE (Enter) ボタ 
ンを操作して、 

5g 打 ings-Hnf □を選択します。 

©DRIVE (Enter) ボタンを巧して、 Inf □メ 
ニューに入ります。 


2, InfD-U 拥 ge :卜ータルシヨツト数 



レンズの I -ータルシヨット数を表示します。 


* 画面は一例です。実際とは異なる場をびあります。 

ゴ, InfoVersi 肌：バージョン情報 



もう一度 DRIVE (Next) ボタンを巧すと、ボ 
デイ、フイルムマガジン、ファインダーのバ 
ージョン情報を表示します。 


* 出荷検査のため、新品でち I -ータルシヨット数び 
200シヨット程度になっている場合びありますの 
で、あらかじめご了承ください。 
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プ□ファイルの呼び出しと登録 


PROFILES ボタンを押して登録されたプ□ファイルを呼び出すと、自動的に使いたい設定に切り替えられます。 

工場出荷時、 " Standard " Full auto " Studio ' "Fill fl ぉ h " のプ□ファイルび登録されています。 


プ□ファイルの呼び出し 



〇電源が入っているときに ON • OFF 
( PROFILES ) ボタンを巧します。 

松グリップ LCD に Profiles ' が表示されます。 

©フ□ントダイヤル、またはリアダイヤル 
を回し、プ□ファイルを選択します。 
©AF ( Load ) ボタンを巧して、プ□ファイ 
ルを呼び出します。 


イルの登録 



よく使う撮影モード、カスタム設定などをプ□フ 
ァイルに登録でさます。 

プ□ファイルの登録を始める前に、撮影モード、 
カスタム設定を登録したい状態にセットしてくだ 
さい。 

〇プ□ファイルに登録したい設定になってい 
るかを確認し、 ON-OFF ( PROFILES ) ボタ 

ンを押します。 

豚グリップ LCD に Profiles が表示されます。 

©フ□ントダイヤル、またはリアダイヤルを 
回し、登録する場所を選択します。 

©DRIVE ( Save ) ボタンを押して、登録します。 


プ□ファイルの登録後、続けてプ□ファイ 
ル名の変更に入ります。 

「データの写し込み〜テキスト入力〜」 

68ページ）と同様に、プ□ファイル名を登 
録してください。 


♦工場出荷時に登録されているプ□ファイル 


プ□ファイル名 

露出モード 

測光モード 

フォーカスモード 

フイルム給送モード 

standard 

A : 絞り優先 AE 

■Average :平均測光 

四5:シングル AF 

□5 

1 コマ給送 

Full auto 

P : プ□グラム AE 

参 Centre W ;中央部重点測光 

四5:シングル AF 

□5 

1 コマ給送 

Studio 

M : マニュアル露出 

• Spot :スポット測光 

四3:マニュアル フォー カス 

□5 

1 コマ給送 

Fill flash 

A : 絞り優先 AE 

•Centre W ： 中央部重点測光 

四5:シングル AF 

□5 

1 コマ給送 


^ Standard を選択すると、工場出荷時の設定に戻ります。 


* Standard には登録できません。 

* 登録すると、前に登録されていた内容は消去されま 
すのでごま意ください。 


:フラッシュ調光補正モードになります。 
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アクセサリー編 


インスタントフイルムマガジンの使い方 


J •な％或 P を取り外ず 



〇フィルムマガジン□ツク解除レバーを時 
計回りに回し、 

©フィルムマガジン□ツク解除レバーを巧し、 
© フィルムマガジンをボディか S 外します。 


么んぞ教よ フィルムマガジンの 




インスタントフイルムマガジンのカバーを外 
しま9 〇 


3 , 縣? S 搞战ム7ガジンを 



フイルムマガジンの取り付けと同じ要領で 
(一16ページ)、インスタントフイルムマガ 
ジンをボディに取り付けます。 


* インスタントフィルムマガジン使用時にはフラッシ 
ュは TTL 調光しません。 

* インスタントフィルムマガジン使用時は、カメラに 
クイックカップリング访 Ij 売)を取り付けてください。 
* インスタントフィルムマガジンをボディから取り外 
すとさ、引さぶたび奥までしっかり入っていること 
を確認してください。奥までしっかり入っていない 
と、光カブ U の原因となります。 



インスタントフィルムを 
ご使用の際は、インスタ 
ントフィルムマガジンの 
フィルム感度設定ダイヤ 
ルを回し、フイルム感度 
を設定してください。 
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フォーカシングスクリーンの交換 


フオーカシングスクリーンの取り外し 


I, 電源を切り、ファインダーを外す 



OON’OFF ボタンを巧して電源を切ります。 
©ファインダー□ック解除ボタンを巧して、 
©ファインダーを外します。 


2,フォーカシングスクリーンを取り出す 



フオーカシングスクリーンち端の突起部を 
巧しなが!5、フオーカシングスクリーンを 
持ち上げ、取り出します。 


フオーカシングスクリーンの取り付け 



フ オーカ シングスクリーンを左側のバネに 
巧し付けなが5、下側に止まるまで押し込 
み'ます。 


交換フオーカシングスクリーン(別売)について 



水平、垂直などの構図 
が決めやすいグリッド 
タイプのフ オーカ シン 
グスクリーンち発売さ 
れております。 



♦フオーカシングスク U — ン交換時には、カメラ 
の三ラーやスク U —ンに傷や指紋を付けないよ 
ラにごを意ください。 

♦スク U —ンにごみや巧れび付いた場合は、ブロ 
アーブラシで吹き飛ばし、シ U コンク□スなど 
のやわらかい布で軽くふいてください。 
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ホかフイルムの®用 



赤外フィルムでの撮影は、可視光と赤外光 
でピント位置が異なるため、ピントのズレ 
を補正する必要があります。ピントの合つ 
た距離目盛りがホマーク（赤外補正マーク） 
にくるようにず!5してください。 


* 赤外撮影は、赤外フィルムとフィルターを使用します。 
* 詳しくは赤外フィルムの使用説明書に従ってください。 
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取扱上のお願い 


カメラは精密機械です。取り扱いには次のようなことに十分ご注意くださし、。 


•雨や水滴び付いたとさは、乾いた巧でよくふいてください。また海辺 
での撮影の後は、塩分び残らないようによくふいてください。 

•一般に電気系のトラブルは、接点部の巧れやごみび原因になる場合び 
多いものです。もし電気系の不具合と思われる現象び起こったときは、 
電池の接点や各部の接点に電池の液漏れや手油などによるミちれ、塩分 
や特殊ガスによる腐食、あるいはごみなどび付いていないかチェック 
してみてください。ミちれやごみを取り除いてを不具合び直らない場合 
は、富±フイルムサービスステーシヨンで点検を受けてください。 

接点不良は、ごみの付着び原因となっている場合び多いと思われます。 
ブ□アーブラシでごみを取り除き、ブ□アーで吹き飛ばしてください。 
•ミラーやフオーカシングスク U —ンの裏面は傷び付さやすいため、こ 
の部分は特に手を触れないでください。 

•水没品は修理不可能なことび多々あります。富±フイルムサービスス 
テーシヨンに ご相談ください。 

•高性能を保つため、]年〜2年ごとに定期点検をおすすめいたします。 
長期間使用しなかったとさや大切な撮影前には、点検や試し撮りをし 
て < ださい。 

■カメラの清掃 

•ミちれをふさ取るのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用しないで 
<ださい。 

•撮影前後にカメラの清掃を行ってください。ブ□アーブラシでほこり 
を仏い、カメラの外側はシ U コンク□スなどの柔らかい巧でふいてく 
ださい。 

•フィルム室にミちれやほこりびあると、フィルムを傷つけることびあり 
ます。特にカメラ内部の清掃は常に必掛けてください。 

■レンズの清掃 

• レンズのすり傷は、想像1；(上にシャープネスの劣化につなびります。 
何となくコントラストび低下し、しまりのない写真になったら、すり 
傷び原因になっていることび考えられます。 

そこで、レンズ清掃は下のようにを意深く行ってください。 

①レンズ表面のごみ、ほこりをブ□アーブラシで吹き飛ばしてください。 
③ク U —ニングペーパーに市販のレンズク U —ニング液を浸して、軽く 
レンズの中むから周辺に向かって回しなびらふき取ります。 

③レンズのミちれびとれたら、乾いたク U —ニングペーパーでレンズク U 
一ニング液のふさむらをレンズの中必から周辺に向かって、回しなび 
ら軽くふさ取ります。 


•レンズにごみ、ほこりなどび付いているとさに、息を吹さかけてシ U 
コンク□スなどでふくことは絶対避けてください。すり傷発生の原因 
になります。 

•ファインダーについても、レンズ清掃と同じように清掃を行ってくだ 
さい。距離計窓の傷は、正しい距離測定に支障を来すことびあります。 
同様にファインダーのミちれ-傷はファインダーの見えに影響を与える 
ことびあります。 

■液晶表示について 

•約6日むの高温では、液晶表示び黒くなることびありますび、常温に 
戻れば正常になります。 

•低温下では、液晶の表示応答速度び遅くなることびありますび、これ 
は液晶の性質によるもので故障ではありません。 

• 静電気などによって液晶表示部び消えることびありますび、電源を入 
れ直せば正常に戻ります。 

■電池について 

•低温下では、電池は性能び低下する性質を持っています。常温に戻れ 
ば性能は回復します。低温下での撮影には、新しい電池を使用し、予 
備の電池をポケッ ト などに入れて、温めなびら交互に使ラなどのち法 
をとってください。消耗した電池では低温時、カメラび作動しなくな 
ることびあります。 

• 電池容量の表示び"亡 n " になりましたら電池交換び必要となります 
ので、予備の電池と交換してください。 

■使用温度範囲 

• このカメラの使用温度範囲は一]日で〜+4ぴ〔でず。 

■保管 

•夏期は、高温の自動車の中や湿気のある場所に長時間放置しないでく 
ださい。カメラ本体およびレンズには必ずレンズキャップをしてくだ 
さい。 

•カメラを保管するとさは、湿気、ほこり、熱の影響のないところに収 
納して < ださい。 

•ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、カメラにをフイルムにち有害ですか 
ら、たんすなどへの収納は避けてください。 

■フイルムの出し入れ 

•必ず直射曰光を避けて行ってください。 
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アフターヴービスにごいて 


お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理させていただ 
きます。ご購入店または富±フイルムサービスステーションに直接 
お申し出ください。それ!;(外の責は、ご容赦いただきます。なお、 
保証、使い方などのご不明な点につさましてち、裏面記載の弊社力 
メラ事業部営業部かお近くの富±フイルムサービスステーションを 
ご利用ください。お問い合わせ-修理に関しましては日本国内に限 
S せていたださます。 

•無料修理 

故障した製品についてはご購入年月曰、販売店名の記入された、ご購 
入曰より]年内の保証書び添付されている場合には、保証書に記載 
されている内容の範囲内で、無料修理させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品保証規定をご覧ください。 

•有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期間内で 
あっても、下記のような場合はすべて有料となります。また運賃諸掛 
かりは、お客様にてご負担願います。 

1 . 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないをの。 

2. 保証書にご購入年月曰、販売店名び記入されていない場合、または 
記載事項び訂正された場合。 

3. 富±フイルムサービスステーション1；(外で分解、修理されたもの。 

4. 乂災、地震、風水害などの天災による損害、故障。 

已.お取扱上の不を意（使用説明書外の誤操作、落下、衝撃、水掛か 
り、砂-ミ尼の付着、カメラ内部への水•砂-ミ尼の入り込みなど）、 
保管上の不備（高温多湿やナフタ U ン、しよラのラの入った場所で 
の保管)、お手入れの不備（かび発生など）により生じた故障。 

6. 前記！;(外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたちの。 

•修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど <、故障前の性能に復元 
でさないと思われるちの、および部品の手当び困難なちのなどは修理 
でさない場合ちありますので、お近くの富±フイルムサービスステー 
シヨンにお問い合わせください。 
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•修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後1日年を目安に保有しており 
ますので、この期間中は原則として修理をお引さ受けいたします。 

なお、部品保有期間終了後でち修理でさる場合ちありますので、詳し 
くはご購入店かお近くの富±フイルムサービスステーションにお問い 
合わせください。 


• 修理ご依頼に際してのご注意 

1 . 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保証書または 
保証カードを添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーションで、ご指定の修理箇 
所、故障内容を詳しくご説明ください。故障の状態によっては、事 
故となったフィルムなどを添えてくださると修理作業の参考になり 
ます。 

3. 修理箇所のご指定びないときは、弊社では各部点検をはじめ品質、 
性能上必要と思われるすべての箇所を修理しますので、料金び高く 
なることびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは「〇〇〇〇円！;(上は連絡し 
てほししりと金額をご指定ください。ご指定のないとさは12,日日日 
円内の料金で修理完了する場合は修理をすすめさせていたださま 
す。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理 
品から取り外してお手ちとに保管してください。 

6. 修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱などに入れ 
てしっかり包装し、必ず書留小包でお送りください。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整検査を行い 
ますので、普通修理品の場合は富±フイルムサービスステーション 
で、お預かりしてから通常7〜1日日位をご予定ください。 



主な仕様 


フイルムマガジン LCD 表示 
フイルム装てん 
フイルム給送 

フイルムカウンター 

露出 制 御 

SIJ 光 方式 

測光連動範囲 


6 X 4 .己 cm 判レンズシャッター式 AF - 眼レフカメラ 

12日]/2□-ルフィルム8枚撮り 

12日□ールフィルム]6枚撮り 

22日□ールフィルム32枚撮り 

インスタントフィルム 

已 6 mmx 4] .己 mm 

GX 64 己 AF マウン h 

スーパー E 巨 C フジノン GX 64 已 AF レンズ 

交換式 AE ファインター倍率： 2.7 倍（接眼倍率)、日.9倍（一日. 1 D 、 f =8 日 mm レンズ使用時）視野率97%(フ 
オーカシングスク U —ン上で1日日％)視度調節：一日 .4 D 〜+2.己 D 
交換式アキュートマット D タイプ標準は全面マットスク U —ン 
ドットマト U ックス表示ち式 

絞り値シャッタースピード露出スケール露出モード測光モード露出補正 AE □ック フィルムカウン 
ター 合焦 マーク 電池容量 フラッシュマーク 警告 マーク その他のカメラ機能表示 
電子制御式レンズシャッター18時間〜]/8日日秒巨（バルブ)、 T (タイム） 

フラッシュ全速同調 

TTL 位相差検知ち式作動範囲： EV 1〜 EV 19 ( ISO 1 00) 

AF / MF 切り替え式（シングルオートフオーカス、コンティニュアスオートフオーカス、マニュアルフオーカス） 

レディマニュアルフオーカス 
1306-6400 1/3ステップ刻み 

バーコードシステムによる自動切り替えマニュアル設定 

フィルムマガジン交換式バーコードシステムフィルム対応り S 日自動読み取りセット、に日/22日検知、フィル 
ム種別検知） 

12日/22日フィルム兼用（バーコードシステムフィルム使用時は自動切り替え、フィルムマガジン機能設定にて 
切り替え可能） 

フィルムカウンターフィルム感度フィルム種別バーコードマークデータ写し込み電池容量 
1コマ目自動セット（カスタム設定で変更可能） 

内蔵モーターによる自動卷さ上げ(最高約2コマ/秒） 

1コマ給送モード、連続給送モード 

自動途中巻き上げ可能（フィルム途中巻き上げボタンによる） 

順算/逆算表示切り替え可能 

プ□グラム AE 、 プ□グラムバ U アブル AE 、 シャッター速度優先 AE 、 絞り優先 AE 、 マニュアル露出、 

フラッシュ メーター機能付き 
TTL 測光 

中央部重点測光、スポット測光、平均測光 

中央重点測光-平均測光： EV 1〜 EV 2 1 ( ISO 100 F 2.8) 83 
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AE 目（才ートエキスポージャー 
ブラケティング） 
セルフタイ 7 — 

インターバルタイマー 
多重 露光 
ミラーアップ機能 
絞り込み確認機能 
レリーズソケット 
データ写し込み機能 


その他 
電 源 

寸法*質量（重量） 
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スポット測光： EV 2 〜 EV 2] ( ISO 100 F 2.8) 

X 接点（全速同調） 

ノーマルシンク a / U アシンク □ 切り替え可能 
TTL 調光自動制御ガイドナンノ く一:] 2 ( ISO 1 00) 

フラッシュ日 N 時強制発光フラッシュ調光補正： ±3 EV 
ホットシュー、シンク□ソケットターミナル 
+己 EV (1 /3 (0.3) EV 刻みで切り替え巧能） 

1/3 EV 、1/2 EV 、1 EV 刻みに切り替え巧能。設定〕マ数： 2、3、已〕マから選択可能 
電子制御式2秒〜6日秒ミラーアップ機能あり 

] 秒〜24時間の間で選択巧能。設定コマ数： 2コマ〜32コマから選択巧能 
可能 
あ0 
あ0 

電気式専用レ U —ズソケット 

画面外の撮影データ写し込み（最大37文字） 

①絞り値、シャッタースピード、測光モード、露出モード、露出補正値、フラッシュ発光の有無、フラッシュ調光 
補正値、フオーカスモード、フレーム No . 、焦点距離 
③絞り値、シャッタースピード、露出補正値 

③ 曰付、時間 

④ テキスト、日付 

⑥テキスト、情報（絞り値、シャッタースピード、露出補正値） 

⑥テキスト 

* テキストはアルファベット、記号を写し込み巧 

ホットシューフィルムインジケーターポケットシンク□ソケット電気式 U モートレ U —ズソケット兰脚ね 
じ穴（小径1/4、大径 3/8) クイックカップ U ングアダプター 
ボディ： U チウム電池 CR 123 A 3本 （9 V ) 

フィルムマガジン： CR 2032 

ボディ：14己 mmx ] 1 4 mmx 88 mm 7] 己呂（電池除く） 

AE ファインダー： 77.己 mmx 48 mmx ] 39.5 mm 3] 己呂 

フィルムマガジン： 9已.已 mmx 83 .己 mmx 已7.己 mm 44日 g (コイン電池、空スプール含む） 

スーパー EBC フジノン HC 8日 mm : 083 mmx 63 mm (フランジ面から）全長69.己 mm 47日呂 
標準セット：14己 mmx 13日 mmx 2 日日 mm ] 94日呂（電池、フィルム除く） 

* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 

*アキュートマットは、三ノルタ株式会社の登録商標です。 
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啤 FUJIFILM 


富±写真光機株式会社 


参お買い上げ製品についてのお問い合わせは… 

富±写真光機株式会社カメラ事業部営業部干 331-9624 埼玉県さいたま巿北区植竹町 1 T 目324番地 
• 光機製品のお問い合わせはこちらでも承ります 
富±写真フイルム株式会社化幌営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社仙台営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社ま京販売部内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社名古屋営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社大阪支社内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社広島営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

富±写真フイルム株式会社福岡営業所内（富±写真光機お問い合わせ電話） 

•お買い上げ製品の修理の受付は… 

化幌：富±フイルムサービスステーシヨン 
仙台：富±フイルムサービスステーシヨン 
ま京：富±フイルムサービスステーシヨン 
富±フォトサロン.ま京 
名古屋：富±フイルムサービスステーシヨン 
大阪：富±フイルムサービスステーシヨン 
富±フォトサロン.大阪 
広島：富±フイルムサービスステーシヨン 
福岡：富±フイルムサービスステーシヨン 
《±曜、日曜、祝日、年ホ年始は休業させていただきます。そのイ也夏期等か業させていただく場合があります。 

♦ま京、名古屋、大阪：富±フイルムサービスステーシヨンは、通常の±曜日（祝日、年ホ年始、夏期か暇か）は営業しております。 

ただし、受けミ度し業務のみとなります。 

•富±フォトサロン•まを、大阪は受け渡し業務のみです。 

参富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客様コミュニケーシヨンセンター(月曜日〜金曜日午前9 : 30〜午後5 : 00) TEL (03) 3406-2981 
富±フイルムホームぺージ http :// www . fujifilm . co . jp / 


TEL (048) 668-2236 


干 060-0002 化幌巿中央区化2条西 4-2 化幌=井ビル別館 
干 980-0811 仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
干 106-8620 ま京都港区西麻ホ 2-26-30 
干 460-0008 名古屋巿中区栄 2-10-1 9名古屋商工会議所ビル 
干 541-0051 大阪巿中央区備後町 3-5-11 

干 732-081 6広島巿南区比治山本町 16-35 広島産業文化センター 
干81 2-001 8福岡巿博多区住吉 3-1-1 


干 060-0002 
干 980-0811 
干 105-0022 
干 104-0061 
干 460-0008 
干541 -0051 
干 530-0001 
干 732-081 6 
干 812-0018 


化幌巿中央区化2条西 4-2 化幌=井ビル別館 

仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 

ま京都港区を岸 1-9-1 5竹芝ビル 

ま京都中央区銀座 5-1 銀座ファイブ 

名古屋巿中区栄 1-12-19 

大阪巿中央区備後町 3-2-8 大阪長をビル 

大阪巿北区梅田 1-9-20 大阪マルビル 

広島巿南区比治山本町 16-35 広島産業文化センター 

福岡巿博多区住吉 3-1-1 


TEL (011 )218-5575 
TEL (022) 216-6960 
TEL (03) 3406-2387 
TEL (052) 203-5262 
TEL(06) 6205-6421 
TEL (082) 250-0755 
TEL (092) 281 -0255 


TEL (011 )222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1315 
TEL (03) 3571-9411 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (082) 256-3511 
TEL (092) 281-4863 
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